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令和６年度 市町村職員外国派遣研修の概要  

令和６年度 市町村職員外国派遣研修の概要  

 

１ 目 的 

   近年、人口減少や少子高齢化の進行、感染症や大規模災害など新たなリスクの顕在化に

加え、地域環境問題への住民意識の高まりやデジタル社会の進展など、市町村を取り巻く

環境が大きく変化してきている。 

こうした環境の変化や多様化する住民ニーズへの対応が求められる市町村においては、

地域行政の総合的な実施主体として、住民との協働による持続可能な地域づくりに向けた

取組を、より一層進める必要がある。 

   このため、国内のみならず、諸外国における地域づくりに関する先進事例の調査研究を

通じて、市町村職員の政策形成力の向上を目指すとともに、国際的な視野と識見を有する

人材の養成を図る。 

 

２ 日 程 

令和６年 10 月２日（水）～ 10 月 11 日（金） 10 日間 

 

３ 対象者 

市町村職員で、次の各項目に該当する者。 

 

（１） 課長補佐（相当職を含む。）以下の職員 

（２） 原則として、３年以上の勤務経験（民間企業等の勤務年数（前歴換算）を含む。）を有

し、当該年度における４月１日現在の年齢が 50歳以下の者 

 

４ 研修テーマ 

  令和６年度の研修テーマは、市町村が直面している政策課題のうち、次の３分野を選定。 

   

（１）「環境政策」 

近年、気候変動問題への対応は喫緊の課題で、社会全体で積極的に温室効果ガスの排出

削減に取り組むことが求められている中、道内市町村においても、地球温暖化対策実行計

画の策定が義務付けられるなど地域の特性を生かした再生可能エネルギーの活用や脱炭素

に向けた様々な取組が必要となっているため。 

 

（２）「地域交通政策」 

地域の人口減少などを背景として、交通事業者による鉄道や路線バス等のサービス提供

が著しく不足若しくは困難な地域が増加しており、市町村自らが主体となって廃止路線等

の代替手段を導入するなど、地域交通の確保は、過疎化、高齢化が進行する道内市町村に

とっても喫緊の課題となっているため。 

 

（３）「観光政策」 

   観光は我が国の成長戦略の柱で、道内市町村においても少子高齢化時代における地域の

消費拡大や経済発展にとってきわめて重要な政策分野となっているため。 
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令和６年度 市町村職員外国派遣研修の概要  

５ 研修日程 

日次 月日 時刻 交通機関 宿泊地

航空機 道内各空港から、羽田空港へ

ホテルバス 各自、無料送迎バスでホテルへ移動

19:20 結団式

7:20 ホテルバス ホテル⇒国際線ターミナル、出国手続き

9:40 NH223 羽田空港⇒フランクフルト空港（フライト時間：約13時間）

17:00 専用バス フランクフルト空港着

20:30 ホテル着（ホテルで夕食）

8:00 鉄道 ホテル⇒バート クロツィンゲン

9:00 ■公式訪問➀　バート クロツィンゲン市役所

16:15 路線バス バート クロツィンゲン⇒フライブルク・ヴォーバン地区

17:00 ヴォーバン地区の視察

18:00 トラム ヴォーバン地区⇒アルトシュタット地区

18:15 市街地視察

21:00 専用バス ホテル着（レストランで夕食）

9:30 専用バス ホテル⇒ハイデルベルグ

12:00 ハイデルベルグ城、旧市街視察

16:10 専用バス ハイデルベルグ⇒フランクフルト空港

20:40 LH1146便 フランクフルト空港⇒ビルバオ空港

22:50 専用バス ビルバオ空港着

23:50 ホテル着（各自、空港で夕食）

9:30 徒歩 ホテル⇒ビルバオ港

10:30 ビルバオ港、ビルバオ市街地視察

15:30 グッゲンハイム美術館見学

17:00 ホテル着（レストランで夕食）

9:00 専用バス ホテル⇒ビルバオツーリストオフィス

9:30 ■公式訪問➁　ビルバオ観光局、ビルバオ市役所

11:00 専用バス ビルバオ⇒ゲルニカ

13:00 ゲルニカ市街地視察

15:00 専用バス ゲルニカ⇒サン セバスティアン

16:00 ホテル着（レストランで夕食）

9:00 専用バス ホテル⇒イケルド展望台

10:00 イケルド展望台⇒サン セバスティアン市役所

10:30 ■公式訪問➂　サン セバスティアン市

13:00 徒歩 サン セバスティアン市街地視察

21:00 ホテル着（各自、バル街で夕食）

8:00 専用バス ホテル⇒フランス・アンダイエ駅

9:34 ＴＧＶ8534 フランス・アンダイエ⇒フランス・パリ

14:10 専用バス パリ市街地視察

23:45 ホテル着（クルーズ船で夕食）

専用バス パリ市内施設見学、市街地視察

15:00 専用バス ホテル⇒シャルルドゴール空港

19:30 NH216便 シャルルドゴール空港⇒羽田空港（フライト時間：約13時間）

15:55 通関後、解散

羽田空港⇒各道内空港へ

（※一部の参加者は12日（土）に移動）

※NH：全日空(ANA)、LH：ルフトハンザドイツ航空、TGV：フランス国鉄の高速鉄道

摘要

1
10月2日
（水）

東京

2
10月3日
（木）

フライブルグ
（ドイツ）

3
10月4日
（金）

フライブルグ
（ドイツ）

4
10月5日
（土）

ビルバオ
（スペイン）

5
10月6日
（日）

ビルバオ
（スペイン）

6
10月7日
（月）

サン セバスティアン
（スペイン）

7
10月8日
（火）

サン セバスティアン
（スペイン）

10
10月11日
（金）

8
10月9日
（水）

パリ
（フランス）

9
10月10日
（木）

機内
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参加者名簿  

市町村職員外国派遣研修参加者名簿 

 

区分 氏名 所属等 

顧 問 小 磯 修 二 
（一社）地域研究工房 代表理事 

北海道文教大学地域創造研究センター長 

団 長 柏 木 文 彦 
(公財）北海道市町村振興協会 

常務理事・事務局長 

副団長 西 出 楽 汰 
(公財）北海道市町村振興協会 

事業推進担当・主査（中富良野町派遣） 

事務局 高 根 健 太 
由仁町 

建設水道課上下水道担当・主査 

１ 班 

木 村 俊 輝 
奈井江町 

町立国保病院総務係・主事 

立 川 祐 輔 
長沼町 

町立長沼病院事務局・次長 

松 居 敦 子 
ニセコ町 

企画環境課経営企画係・主査 

貞 村 俊 介 
京極町 

総務課庶務係・係長 

２ 班 

松 木 幸 枝 
鷹栖町 

税務課税務係・主幹兼係長 

小 林 大 介 
東神楽町 

産業振興課・課長補佐 

五 十 嵐 宥 人 
中富良野町 

企画課定住促進係・主事 

齋 藤 翔 太 
中頓別町 

政策経営課政策経営グループ・主査 

３ 班 

小 里 純 平 
置戸町 

企画財政課企画係・係長 

塚 田 玲 央 
池田町 

企画財政課企画調整係・主任 

寺 本 恭 啓 
豊頃町 

産業課・課長補佐 

小 林 弘 昌 
鶴居村 

企画財政課・課長補佐 
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顧問挨拶 

～外国派遣研修事業に参加して～ 
 

顧 問 （一社）地域研究工房代表理事     

    北海道文教大学地域創造研究センター長 

小 磯 修 二 

 

自治体職員の政策力向上を目指す北海道市町村振興協会の活動をお手伝いしているご縁

で、このたびの外国派遣研修事業に参加させていただきました。私は行政や研究の現場で長

く地域政策に関わってきていますが、地方自治、分権の意識、伝統が深く根付いた欧州の政

策経験は大変貴重だと思います。それだけにこの研修では、欧州の実際の空気に触れること

で、参加者がより自治体職員としての誇りを感じ地域への理解と意欲醸成を高めていく契機

になってほしいという強い期待がありました。 

各地で対応してくれた自治体担当者の説明に聞き入る団員の真剣な姿に接し、また研修期

間中に皆さんから伝わってくる驚きや、新たな発見の声に、今回の欧州での経験がいつの日

か地域自立に向けた政策形成の土壌の糧となってくれることをあらためて確信するととも

に、外国派遣研修事業の大切さを強く感じた次第です。 

以下、２点について、私の感想を記します。 

今回の研修のねらいの一つは、ドイツのシュタットベルケの実態調査でした。シュタット

ベルケについては、自治体がエネルギー供給や地域交通、インフラサービスなど幅広い部門

を統合的に事業運営する仕組みとして近時日本で注目されていますが、一方で部門の幅や、

規模の大きさなど多様で、さらに広域的な事業体などもあり、日本の自治体がどのように受

けとめていけばいいのかなかなか難しい面もあります。今回訪問したバート クロツィンゲ

ン市は、人口２万人弱の小都市です。事業採算性の悪い公共バス事業を市民主導の柔軟な仕

組み、工夫により機動的に生かしている、これまでわが国では紹介されていない興味深い事

例でした。退職された元気な市民が生き生きと主体的に地元の公共交通を担っている姿は感

動的でもありました。住民の力を活かした柔軟な手法による今回のシュタットベルケの調査

は、小さな自治体でも知恵と工夫で少なからぬ課題を解決していける可能性と自信を与えて

くれました。 

スペインのバスク地方は初めての訪問でしたが、独自の文化と独立運動が盛んで、強力な

自治権を持つ地域で、どのような意思決定で都市政策が進められているのか大変興味があり

ました。訪問したのは、「ビルバオの奇跡」と呼ばれる産業空洞から近代創造都市への転身

を図るビルバオ市、美食文化都市の代名詞となったサン セバスティアン市でしたが、政策

担当者の説明で印象的だったのは、

どちらも長期的な視野での総合プラ

ンに裏打ちされた政策遂行への自信

でした。小手先ではなく、思い切っ

た大胆な魅力ある都市づくりに挑戦

し、多くの人、投資を呼び込み、そ

の富で次世代につなぐ都市基盤を作

り上げる、長期的な都市開発政策の

理念と自信が伝わってきました。バ

スクでは、40年間バスク語の使用が

禁じられていました。そのつらい経

験から自治を守ることの大切さを痛

感し、次世代につないでいく強い政

策が生まれてきたのだと感じまし

た。 

 

【ハイデルベルグ市街を眼下に】 
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研修記録  

 

研 修 記 録 

 

公式訪問① 担当：１班 

ドイツ／バート クロツィンゲン市、フライブルグ市 ........... ７ 

 

公式訪問② 担当：２班 

スペイン／ビルバオ市 ..................................... 14 

 

公式訪問③ 担当：３班 

スペイン／サン セバスティアン市 .......................... 20 
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１班：バート クロツィンゲン市、フライブルグ市ヴォーバン地区／ドイツ   

ドイツにおける交通政策・環境政策 

～官民連携による地域公共サービスと環境共生型エコタウン～ 

 

【訪問先】 バート クロツィンゲン市（ドイツ）、フライブルグ市ヴォーバン地区（ドイツ） 

【対応者】 Mr. クリスチャン・トーマン（財務担当） 

Ms. ステファニー・フォン・デッテン（交通担当） 

Ms. ユタ・ブリュックナー（市民バス協会会長・ドライバー) 

Mr. アルフレッド・フォアベルク（市民バス協会ドライバー) 

【通訳者】 松田 雅央氏 

 

◎はじめに 

 

日本は、本格的な少子高齢化・人口減

少社会に突入している。人口の減少によ

り、地方税収入は減少し財政環境が一層

厳しくなることが予想され、住民の生活

を支える道路・上下水道をはじめとする

インフラや公共施設の維持・更新のあり

方は全国的な課題となっている。 

 また、地方公共交通への影響も深刻で

ある。過疎化・高齢化を背景に地域の交

通事業者は長年にわたり不採算の状態が

続く中、路線の縮小等で赤字の縮小を図

るほか、国や地方公共団体からの補助金

によって運行を継続している地域も多いのが現状である。運転手の高齢化も進み、路線の廃

止を余儀なくされる地域も少なくなく、移動手段に制約を抱える住民が増加している現状に

多くの自治体が頭を悩ませている。 

 多方、我が国は地球温暖化対策計画おいて、2030 年度に温室効果ガス 46%削減（2013 年

度比）を目指すことを表明しており、全国の地方公共団体や民間企業においても、ゼロカー

ボンシティ宣言や環境政策の積極的な取り組みを展開している。 

 このような課題や目標が明確にされている中、訪問先のバート クロツィンゲン市では、

自治体が出資する民間経営事業体が、エネルギーや公共交通などの地域に必要な公共サービ

スを担う「シュタットベルケ」の仕組みについて学んだほか、フライブルグ市ヴォーバン地

区では、住民参加による環境先進住宅地の現地視察を行い、持続可能な社会経済を環境保全

の視点から実現しているドイツ・バーデン＝ヴュルテンベルグ州の多様な取り組みについて

研修した。 

 

◎訪問先の概要 

 

「バーデン＝ヴュルテンベルグ州」は天然資源には恵まれていないものの、勤勉で進取の

気性に富み、技術的財産を作り上げてきた人的資源の豊富さにより自動車やエンジニアリン

グなどの工業が中心で、その他じゃがいもやトウモロコシなどの農業も盛んに行われ、ワイ

ン生産も行われている。 

ドイツには、「シュタットベルケ」と呼ばれる自治体出資の公的企業が存在する。この「シュ

タットベルケ」は、赤字部門の経営を黒字部門の収益によって支えている仕組みに特徴があ

り、主にエネルギー事業で得た利益を他の公共サービス（地域公共交通やプール、公園、街

灯など）に補填することで地域の公共施設等を運営・管理している。 

バート クロツィンゲン市においても、水道事業、電気事業、ガス事業、公共交通事業が

【ヴォーバン地区を走行するトラム】 
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１班：バート クロツィンゲン市、フライブルグ市ヴォーバン地区／ドイツ   

「シュタットベルケ」により運営されており、本研修では、「シュタットベルケ」の役割と

組織形態のほか、地元 NPO がボランティアで運営している市民コミュニティバスの取り組み

を学び、実際にボランティアドライバーによるバスの乗車体験により、ボランティアの方々

の想いや取り組みを聞くことができた。 

フライブルグ市は、ドイツ国内における「環境首都」に選ばれ、交通政策、環境都市政策、

エネルギー利用対策、森林保全対策、環境教育などの各種施策を組合せ、世界に先駆けた環

境関連政策を推進している地域である。環境にやさしい次世代の路面電車と自転車を優先し、

自動車の乗り入れを規制した交通政策を実施していることでも有名である。そのフライブル

グ市郊外にある約 38ha の新興住宅地・ヴォーバン地区は、住民参加による環境共生型のエ

コタウンとして、世界中から注目を浴びている。このヴォーバン地区の環境先進住宅地の現

地視察を行うことで、持続可能なまちづくりを学んだ。 

 

◎研修の内容 

 

バート クロツィンゲン市の①「シュタットベルケ」の役割と組織形態、②「シュタット

ベルケ」の公共交通事業、③地元 NPO による市民コミュニティバス運営、フライブルグ市の

④ヴォーバン地区の環境先進住宅地の現地視察を報告する。 

 

１ シュタットベルケによる地域公共サービス 

世界に先駆けて電力自由化と固定

価格買取制度の導入を進めてきたド

イツには、「シュタットベルケ」とい

う自治体出資の公的企業が1,400社

以上も存在し、電気・ガスなどのエ

ネルギーのほか水道や公共交通など

地域に必要な公共サービスを担って

いる。「シュタットベルケ」の仕組み

は、単体事業としては不採算であっ

ても事業体全体としては黒字が確保

され、事業体としての持続可能性が

確立されるといった特徴がある。日

本における公営企業がイメージとし

ては近いものがあるが、この仕組み

を法的に位置づけるものはなく、ほ

とんどが私法上の民間企業である。法人格の責任者は自治体である一方、事業運営の多くは

民間企業であり、独自の会計と独立した経済活動が可能となる。 

「シュタットベルケ」の歴史は、19 世紀後半に始まり、時代の変化とともにその時代の

ニーズに合わせた公共サービスを提供してきた。1970 年代の水道供給から始まり、2002 年

のソーラー設備の設置による再生可能エネルギー（電力事業）の発電力を確保することで制

度の基礎が確立された。その後 2003 年に経済危機が訪れ、経営が厳しくなった民間公共交

通事業を、水道・電力事業に統合したことで「シュタットベルケ」の組織形態が作られたと

される。 

前述したが、「シュタットベルケ」は、主にエネルギー事業で得た収益を利用して他の赤

字事業に補填することで、地域の必要なサービスの提供を行うことを特徴としている。バー

ト クロツィンゲン市でも、公共交通事業の不採算分を他の事業で補填し黒字を確保してい

るほか、必要な公共サービスの管理運営を行うことにより、地域住民からの理解も得られて

いる。また、単独の事業であれば労働部署が限られるが、複数の事業を１社で行っているた

め、分野をまたいだ働き方が可能となり、人員の余裕を確保、そして新たなサービス展開が

【市職員からシュタットベルケの説明を受ける】 
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できるといったメリットもある。ドイツ国内においては、水道・電力等と温水プール事業を

運営している「シュタットベルケ」が多く存在する。収益の上がる事業とそうでない事業を

統合することで、税制上のメリットも生まれる。このように、「シュタットベルケ」は経済

的なリスクや従業員の確保などを総合的に判断し、各自治体・地域の実情に見合った規模や

運営形態を選択しているほか、地域住民により良いサービスを提供するといった公共サービ

スの根幹に立ち返り、他の近隣自治体とも密に連携を図っている。 

「シュタットベルケ」の仕組みをそのまま日本へ導入することは、法制度や規制、政府の

方針など両国間に大きな違いがあることや、民間事業者に委ねた経営成果の達成と公共性の

担保の両方を実現することについても多くの議論が必要と考える。しかしながら、日本版

「シュタットベルケ」の研究や議論も進んでおり、ドイツの「シュタットベルケ」のような

地域公共サービスの仕組みが、人口減少時代を迎えた我が国における諸課題の解決の一助に

なることを望んでいる。 

 

２ 地域公共交通政策～RVF～ 

フライブルグ市では、地域全体の公共

交通の利用を促進するため、フライブル

ク地域交通連合（RVF）を設立し、公共交

通の効率的な運営を行っている。バート 

クロツィンゲン市の「市民コミュニティ

バス」も RVF に加盟しており、多種多様

な事業体との運行時間の調整、マーケ

ティング、料金の設定等を包括的に行っ

ている。   

本研修では、S バーンと呼ばれる高速

鉄道を利用して、フライブルク市からバー

ト クロツィンゲン市まで移動したが、購

入したチケットのみで、他市の市民バスや他の路線バスにも乗車可能であることが包括的に

管理しているメリットである。RVF に加盟することで、同じ料金体系、且つ、チケット１枚

で各運輸事業体間の利用が可能となる仕組みが形成される。 

RVF の連合活動は公共交通の効率的な管理形態であるが、全ての権限を有しているわけで

はない。あくまでも地域で走行する事業体のことは地域で決める。例えば、どの路線にどの

ようなバスを走らせるべきか、どういった路線にするかは自治体で設定し、公共交通の提供

と維持管理を行う。そのためには、地域の要望を吸い上げ、実現に向けて議論を交わすこと

が必要不可欠となる。 

公共交通システムは、構築から運用まで長い時間をかけ、積み上げて完成するものであり、

バート クロツィンゲン市では、市と市民バス協会及びその他の路線バス事業者が密な関係

を築き、吸い上げた要望を共に実現していく事を、公共交通整備における考え方の基本方針

としている。 

バート クロツィンゲン市では、2030 年に向けて地域公共交通の能力を倍増させる計画を

作っている。これは高齢者等による人口動態の変化や市民からの要望も一端となっているが、

それよりも、二酸化炭素の排出削減等による気候変動の保護が大きな比重を占めている。日

本においても、昨今 SDGs といった総合環境政策が取り沙汰されている中、小規模な自治体

であってもサスティナブルな地域公共交通の充足と同じくして、気候変動の保護、防止といっ

た環境保全の側面からも公共交通の見直しを図らなければならない。 

 

 

 

 

【RVF で発行しているチケット】 
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３ 市民バス協会の取り組み 

バート クロツィゲン市においても、

我々の住む日本と同様に以前は市営で路

線バスを運行していたが、不採算である

ことから、市としてバスの運行継続が困

難になってきていた。 

しかし、2003 年に地域住民からの強い

要望により、バス事業継続のための試み

として「市民バス協会」を設立した。市

民バス協会は、日本の NPO に類似した組

織であり、地域交通の不採算である側面

と地域住民のニーズに上手に折り合いを

つけながら、今日までバス事業を運営し

ている。 

この事業に着手するに至った過程は、日本における地方自治体がデマンドバス等の導入に

際し、地域特性を勘案した中で、不採算路線でありながらいかに住民ニーズを実現できるか

知恵を絞り奮闘している状況と重なってみえた。 

市民バス協会の事業は、使用するバスの購入、燃料費、修理等の維持管理は自治体が行い、

ドライバーの確保、ドライバーの健康診断、事故等に備えた保険の加入などは協会の役割と

している。 

本来、地域交通事業の運賃体系は、一定のルールや法律等により設定されるが、市民バス

協会では運賃を独自に決定でき、ある程度フレキシブルな対応が可能である。この点が協会

において事業運営をするメリットとなるが、他の事例とは異なり、真に特筆すべき事項は、

「当該バス事業に携わるドライバーは無報酬のボランティアである」という点である。ドラ

イバーの多くは年金生活者であるが、皆元気な方々で本事業の趣旨に賛同し参加し、充実し

た社会生活を送っている。 

また、ドライバー全員がバス免許を所持していないため、使用する車両は９人乗りに制限

されている。事業開始当初はバス専用の車両ではなく、９人乗りの普通車両を使用していた

のだが、最近は乗車スペースが広く、環境負荷低減にも配慮した LPG とガソリンのハイブ

リット車両を導入してきている。 

現在想定される課題は、バス事業を運営するにあたり、車両への設備の設置義務等のルー

ルが厳格化されているところにある。普通免許で運転しているバスであるため、これらの規

制が厳しくなると車両としての重量制限の規定に抵触してくる可能性がでてくる。 

市民バス事業は、行政が担えないニッチな部分をボランティアの力を借りて柔軟に対応で

きることが特徴であるため、規制が厳しくなるとボランティアとしての楽しみが無くなり、

その持ち味を十分に発揮できなくなるという側面がある。そのため、行政担当部局と協議し、

いかに法の縛りをかわしていくかというところがポイントである。 

とはいえ、ドライバーはボランティアであるので、「みんなで何かを成し遂げる」、「公共

のために良いことを成し遂げる」という満足感が参加者のモチベーションに繋がり、非常に

重要な要素となっている。現在では、このような趣旨に賛同するドライバーが多く集まって

きてくれているため、本事業はドライバーの募集には苦慮しておらず、今後も継続できる見

通しである。 

 

４ エコタウン・ヴォーバン地区 

ヴォーバン地区は、フライブルグ市郊外にある約 38ha の新興住宅地で、約 5,500 人の住

民と商業施設に約 600 人の働き手が集う地区であり、住民参加による環境共生型のエコタウ

ンとして、世界中から注目を浴びている。 

 

【市内を走行するコミュニティバス】 
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【住民の意見を反映させた住宅地】 

 ヴォーバン地区はもともと戦後駐留

していたフランス軍の兵営地で、東西冷

戦終了後、住宅地の開発が始まった。ま

ちづくりを進めるにあたって住民からは

「ソーシャル・エコロジー住宅地」とい

うコンセプトが提案され、緑化、地域暖

房、省エネ住宅の推進、車のない住宅地

づくりなどが盛り込まれ、子どもから高

齢者までが住みやすい、生活者のための

まちを目指した。住宅地ができた後も住

民の活発な意見が取り入れられ、環境や

住宅についての意見・アイデアを集約す

る NPO 団体が発足され、まちづくりが

進められてきた。これが住民参加による

まちづくりの模範例となっている。 

 

【車に依存しない住宅地】 

ヴォーバン地区では住宅街への車の進入が基本的になく、駐車場は住宅地の端につくると

いう手段で対応している。自家用車の所持者にとっての不便はあるが、その代わり路面電車

やバスなど公共交通機関が整備されていることで利便性が高く、住民が高頻度で利用するこ

とで採算がとれることから電車の運行間隔を短くすることで、車を使わなくても不便ではな

くなっている。自転車の専用道路も整備されているため、自転車の利用者数も増加している

ほか、カー・シェアリングを利用するケースも増えている。 

 

【安全な道路】 

 住宅街への車の進入がないことで、周辺の道路が『遊びの道路』となり、日常的に子ども

たちが遊ぶことが前提とされ、安全が最優先されている。これにより子どもをはじめ住人同

士が交流を深めることができる社会福祉的な機能を持つ空間ができている。 

 

【自然が豊かな緑の街】 

ヴォーバン地区では自然保護が取り組まれ、古くからある大きな木を保護すべき樹木とし

て残すことで、夏は涼しい木陰がつくられ、蒸散作用による空気の冷却、広葉樹の葉は空気

清浄の役割も担ってくれている。平屋根には屋上緑化が施され、路面電車には、線路の軌道

が緑化され、芝生が植えられていることで、線路沿いの騒音防止にもつながっている。 

 

【「住む人にやさしい」エネルギー効率のよい集合住宅】 

ヴォーバン地区の住宅は、東西南北それぞれ

の方角から差し込む日差しの特徴を最大限に利

用することを考えて建築されている住宅（パッシ

ブハウス）となっており、高い断熱性能を持った

断熱三重ガラスが使われ、断熱材をしっかりと

組込むことで保温・保冷性を高め、自然光から得

た熱を無駄にしないようになっている。換気機能

については、空気の入れ替えを促すためだけのも

のではなく、熱交換器を併用させた仕様を用い

ているため、快適な温度且つ新鮮な空気が循

環している。エアコンや給湯など、熱をつく

【緑があふれるヴォーバン住宅地】 

【ヴォーバン地区について説明を受ける】 
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るために使うエネルギーは最低限に抑えられ、夏涼しく冬暖かく、エネルギーを大量に消費

せずに快適な生活を実現することができている。 

実際にヴォーバン地区に行ってみると、メイン通りにトラムが走り、車はほとんど通らず、

道路、住宅、公園などのいたるところに緑があふれ、公園や広場では人々が集まっていた。

穏やかで心地よさを感じる住民参加による持続可能なまちづくりの姿を見ることができた。 

 

◎質疑応答 

 

Ｑ 日本の水道事業は赤字となっているが、「シュタットベルケ」ではどのような運営方法

で利益を出しているのか。 

Ａ バート クロツィンゲン市では黒字になるように水道料金を設定している。この料金は

周辺自治体と比べても割安な料金設定となっている。また、運営管理を一部事務組合で行っ

ているため、経費を抑える要因となっている。 

 

Ｑ インフラの老朽化等に対して、財政面で将来的な計画はあるのか。 

Ａ 収益を上げることで、今後の設備投資に費用を充てることができるシステムを組んでい

る。また、改修や設備の更新など大きな出費ではなく、細かい方針を組み設備を維持して

いる。 

 

Ｑ 財政指標の中に借入金の項目があるが、これはインフラ投資に充てているのか。 

Ａ インフラの投資額である。財政的に大きな借入が必要な状況になることはほとんどない。 

 

Ｑ 「シュタットベルケ」の決定の仕方は自治体の首長や議会が決めていくのか。 

Ａ 事業計画は法律的な枠組みの中で自治体と議会が決める。 

 

Ｑ ドイツでの再生可能エネルギー事業の見通しはどのようになっているのか。 

Ａ 再生可能エネルギーで収益をあげることが難しい時代となっている。以前は再生可能エ

ネルギーの電力は売電し、自分で使うエネルギーを買う方法が経済的に良かったが、現在

は作ったエネルギーのうち余剰分を売電する方法が得になるように変化している。そのた

め、小さな自治体では設備投資が大きくなってしまうことから収益を生むことが難しい状

況となっている。 

 

Ｑ 公共交通事業で赤字でありながらも、今後も維持していくための見通しはどのようになっ

ているのか。 

Ａ 小さい自治体では今後再生可能エネルギーで収益をあげることが難しくなっていく。近

隣に大規模なエネルギー供給公社等があれば、資本参加することにより収益配分による利

益をあげることは可能である。 

  収益が下がっていく「シュタットベルケ」は、サービスの縮小や他の形態への移行を迫

られる状況が出てくる。 

 

Ｑ 市民バス協会ではボランティア運転手による運行を行っているが、運転手の募集は声か

けをおこなっているのか、あるいは自ら応募をしてくるのか。 

Ａ 当初は運転手集めに苦労したため、イベント等で大きくＰＲを行った。時代が変わり、

現在も引き続きＰＲ活動も行っているが、やりがいを求めている方が多くいるため、自ら

の応募により運転手が集まっている状況にある。 
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Ｑ どのような形で利用者の要望を吸い上げ、それを実現しているのか。 

Ａ 多くは運転手と乗客の会話の中から要望を吸い上げている。例えば病院で手術をした人

が乗車した際には「もう少しゆっくり走ってほしい」と要望をいただいたこともある。 

 

◎おわりに 

バートクロツィンゲン市の視察では、「シュタットベルケ」とそれに伴う公共交通につい

ての説明であったが、担当職員の方々は、本来業務が抱えているにもかかわらず、とても優

しく、且つ熱量をもって説明してくれているのが伝わってきた。 

「シュタットベルケ」は、電気・ガス・水道事業で黒字を出し、不採算である公共交通の

赤字を連結決算する仕組みであった。こうすることで、各事業の「節税」に繋がるという説

明を受け、なるほど理に適っていると感じたところである。 

次いで、公共交通の説明を受け、実際に市民バスの搭乗体験を行った。先述の説明内容と

重複するが、驚いたのは「ドライバー」のあり方であった。視察先であるバートクロツィン

ゲン市は保養地であるという地域性やドイツの国民性もあると思うが、この事業に携わるド

ライバーは全員ボランティアで、彼らは誰かの役に立ちたいという「やりがい」をモチベー

ションに頑張っている。また、その思いは一過性のものではなく持続し、受け継がれ、現在

では自ら応募してくる人が多いことに驚きを禁じ得ないところである。 

もちろん、自治体や市民バス協会の広報活動があってのことではあるが、それを差し引い

ても「想い」を繋ぎ事業を運営していることに深く感銘を受けた。 

我々地方公務員も「全体の奉仕者」として「地域の利益のため」に勤務しており、このド

ライバーの方々の志や事業の趣旨にとても共感するとともに、初心に立ち返り公共の福祉の

増進のため「やりがい」を見出し頑張ることの大切さを改めて感じた。 

 

 

【バートクロツィゲン市職員・市民バス協会の方々と記念写真】 
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研修記録 

 
 

 
                     ２班：ビルバオ市／スペイン   

～文化・芸術と食の都市ビルバオで、観光・交通・環境施策を学ぶ～ 

 

【訪問先】ビルバオ市（スペイン） 

【対応者】・ビルバオ観光局 

Ms.エスティバリス・ルエンゴ・セラヤ氏（観光局長） 

Mr.フアン・バリーニョ・ガンゴイティ氏（マーケティング部長） 

     ・ビルバオ市役所 

      Mr.ヴィクトル・トリミーノ氏（サスティナビリティ推進部長） 

      Mr.イグナシオ・アルダイ氏（モビリティサービス部長） 

      Ms.ノラ・アベテ氏（モビリティ＆サスティナビリティ担当審議官） 

【通訳者】 寺本 裕美子氏 

 

◎はじめに 

 

四季折々の自然と独自の食文化を持ち、日本有数の観光地として知られている北海道。2019

年には約 240 万人の外国人観光客が訪れたが、新型コロナウイルスの影響で 2020 年には激

減し、外国人観光客の需要に左右されやすい状況が露わになった。 

また、新鮮で美味しい食材の宝庫であり、道内の経済は農業や漁業に依存している地域が

多いが、これらの産業は自然災害や価格変動の影響を受けやすく、不安定である。さらに、

広大な面積を持つため、長距離移動が必須であり、交通インフラの整備・維持が重要となる。

特にローカル線の維持は困難で、2018 年には営業路線の約４割が赤字と報告されている。

これに加えて、自然環境の保護、温暖化対策、カーボンニュートラルの問題にも取り組み、

観光政策と合わせて進めていく必要がある。これらは今後の北海道の大きな課題といえる。 

今回訪問したビルバオ市は、かつて工業都市であったが、産業の衰退に伴う経済・環境問

題を乗り越え、文化や歴史、観光資源を活用して「文化芸術都市」へと再生を遂げた。その

再生の背景には官民連携や、歴史あるバスク文化と観光の融合、環境対策やインフラ整備に

よる成功が「ビルバオの奇跡」として知られており、その都市戦略や政策について学ぶこと

ができた。 

 

◎訪問先の概要 

 

 スペイン王国の北部に位置するビルバオ市は、人口約 34万人のバスク自治州の中心都市

でビスカヤ県の県庁所在地である。 

 かつては工業都市として発展した町だったが、1970 年代後半から 80 年代にかけて重工業

の壊滅的な産業危機や大洪水などの様々な要因から産業基盤が急速に衰退した。その後、「都

市再生プロジェクト」によるインフラや文化芸術都市生活への投資を行うことで再生した、

創造都市の成功事例として世界中から注目を集めている。 

また、「アスレティック・ビルバオ」とい

う選手をバスク人に限定しながらも、いまだ

二部に降格したことがないサッカーの名門ク

ラブがあるほか、毎年 11 月には世界的な国

際映画祭の開催、またミシュランの星を獲得

したレストランが随所にあるガストロノミー

の進化も目覚ましく、様々な趣味趣向にあっ

た魅力的な観光都市である。 

 

 

 【ビルバオの街並み】 
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◎研修の内容 

 

１ 観光ポジショニング戦略 

スペインの中で代表的な観光都市であるマドリードやバルセロナを熟した大人と例えると、

ビルバオ市は成長中の思春期であり、その思春期を過ごす上で参考となる前例では失敗例が

少ないため、より質の高い観光都市として成長できると誇りを持って政策を進めている。 

バスク地方は小さな地域であり、第１の観光目的地となっていないのが現状である。バス

コ（バスク人）、バスク語、何千年も続く文化、アイデンティティを政府一丸となって大切

に保護してきている。どのようなアイデンティティをアピールするのか、誇りを持っている

文化や観光資源をどのように差別化しながら届けるのかを大事にしながら、「誇りを持って

いるこの土地を売るんだ！」という情熱と強い意志を持って戦略に取り組んでいる。 

ビスカヤ県は大西洋に面していること、バスク地方の民族であるアイデンティティが非常

に根付いている地域であること、そして、ビルバオ市の様々な豊かな資源が強みである。大

西洋の風景は、スペインといえば一般的にイメージされる地中海とは全く違い、その違いを

アピールすることも戦略となっている。スペインには何度か訪れたことがあり、バスク地方

に関心はあるが、バスク地方に何があるのかまだ知らない方々に対して、訪れてみなければ

わからないこと、バスク地方にしかできないことをアピールしていくため、「スペイン南部

は行ったことがあるから、次はスペイン北部に行ってみたい。」と思っている方々を見定め

るのが有効な戦略となる。 

マーケティングに関しては、自分自身が誰なのか、何をどのように提供できるのかを明ら

かにしなければどこにも進めないということを強く意識しており、どのような分野をどのよ

うな優先順位で戦略的に進めていくのかを大事にしている。しかし、すべてのプロダクトを

大事にするのではなく、いくつかのプロダクトに絞り優先的に取り組んでいる。また、どの

プロダクトを選択しても必ず付

随する料理やショッピングなど

は、バスク地方のアイデンティ

ティを伝えるうえで重要な機会

となる分野となっている。 

海岸沿いにはまだ未開拓な部

分はあるが、観光客に知ってほ

しい美しい場所がたくさんあり、

漁業も盛んな地域である。チャ

コリ（ワイン）も新しいプロダク

トとして政府が力を入れている。

また、バスク地方は豊かな自然

に囲まれた地域でもあるため、

郊外にはたくさんの農家がある。

田舎というのもバスク地方の伝

統を伝えるうえで大切な地域と

なっており、「アグリツーリズム」と呼ばれる宿泊施設にも力を入れている。 

経済的・人材的に一番投資しているのは、スイス、イタリア、オランダ、アイルランドな

どであり、この国々に対する戦略を最優先にしている。アメリカからの観光客は多いが大き

な国であるため、国全体ではなく、東海岸など地域を絞って戦略に取り組んでいる。未来を

見据えた長期的なプランが必要となるが、アルゼンチンやメキシコは文化的にバスク地方の

ルーツがある方々が移民しているというところで様々な共通点があるため、ターゲットの１

つとして期待している。国によってどのような見込みがあるのかを分析しており、例えば、

フランスに対してはどのようなプロダクトを提供すればいいのか、どのように推せばいいの

かといったことを国ごとに分析し、戦略に取り組んでいる。ヨーロッパは様々な言語を話す

【グッゲンハイム美術館】 
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国が地続きとなっており、どの国境に面しているかで話す言語が違うため、フランス語圏に

対する戦略、ドイツ語圏に対する戦略などで言語によってそれぞれ異なる戦略を組んでいる。 

バスク地方は観光を躊躇うほど雨の多い地域であるため、ウインタースポーツが好きな方々

には喜ばれる地域ではあるが、気候の面においては不利な地域であるため、これからどのよ

うに解決していくのかが課題となっている。 

 

２ 環境戦略 2050 

 気候変動という大きな課題に向けて、政府一丸となってプロモーションを進めている。持

続可能な生態系に基づいて市民の生活の質を向上させる優れた環境的パラメータを達成する

ことを目的として、カーボンニュートラル、健康長寿の町、気候変動に適応した町の３つに

フォーカスし、「環境戦略 2050」という名称で取り組んでおり、大気汚染や騒音といった公

害も含めて対策をしている。また、ビルバオ市は首長誓約に署名し、エネルギーや地球温暖

化などによる気候変動に対する政策にコミットする１つの都市となっている。 

戦略を進めるため、現在どのような状態で、どのように目的を達成していけばいいのかを

把握するための測定を行い、様々なデータを集めて規模の調査をしてきた。 

電力に関しては、交通機関や街灯など、様々な公共施設がどのように電力を消費している

のかを利用分野別に分析している。 

エネルギーに関しては、全体的にどのような割合で電気、ガスや天然ガスなどの燃料を消

費しているのかを分析している。自治州法「４／2019」では４つの戦略を明確にしており、

少なくとも 2030 年までに自治体の公的エネルギー消費量を 35％に削減する、自治体の電力

消費量、熱消費量の 32％は再生可能エネルギーで賄うなどの目標が定められている。  

カーボンニュートラルに関しては、2019年までに約50％削減できており、2050年には90％

以上削減できる見込みがあり、気候変動に伴うリスクをなるべく最小化したいと考えられて

いる。 

洪水のリスクに関しては、市民に対する意識づくりができていること、自治体と市民の間

に団結力があることなど繋がりが大切である。 

熱波のリスクに関しては、温熱快適性の予測や地中熱の測定を行い、マップを作り、ヒー

トアイランド効果の影響を分析している。自然の力を活用して人々の恩恵をもたらしながら

社会的な課題を解決する考え方「自然を活用した解決策」を参考にモデリングしており、洪

水のリスク、熱波のリスクは 2050 年までに 50％削減を目指している。 

騒音に関しては、スペインでは法律により市民に対しどのような騒音があり、どのように

変化していくのかといった情報を市ホームページで公表する義務があり、５年ごとにアップ

デートしている。ビルバオ市内には 69台ほどの音波計が設置されており、交通による騒音

だけではなく、祭りやコンサートなどによる騒音についても分析している。 

大気質に関しては、ビルバオ市内に進入する車両の排気ガスに含まれる二酸化窒素や PM-

10、PM-2.5 などを測定し、大気質のデータが表示されるパネルの設置や、40 台ほどの大気

汚染計測センサーを設置し、モニタリングしている。 

グリーンインフラストラクチャーの取り組みも進めているが、ビルバオ市は庭園などを増

やす土地がないため、垂直庭園が造られている。また、アーバンガーデニングがこれまで４

箇所造られており、市民が一緒に農作業ができるスペースが増えている。緑地空間の創出と

いうのは、地球温暖化対策に必要なプランであるため、これからも力を入れていく。 

このように様々な公害に対して、横断的に取り組むことが必要である。また、ビルバオ市で

は市民を巻き込んだ対策であることが大切であると考えられており、市民集会といった名目

で様々な意識づくりをする機会や、ディーゼルボイラーをより持続可能な燃料に置き換える

計画を推進するプランも現在進めている。市民が猛暑の際にシェルター的に利用ができるス

ペースを増やしていくことや、気候センターと呼ばれるネットワークの設置も予定されてい

る。また、学校のカリキュラムの中に環境に対する意識づくりをする行事もある。 
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３ 持続可能な都市モビリティ計画と低排出ガスゾーン 

ビルバオ市は、モビリティの分野でもパイオニア的な存在として評価を受けている。市民

の健康を大切にしながらヒューマンスケールでモビリティ戦略を進めている。 

持続可能な都市モビリティ計画に関しては、移動手段のヒエラルキーにおいて自動車利用

率が一番高くなっているものを、パラダイムシフトという形で徒歩・自転車を優先した政策

に取り組んでいる。 

１つ目は、「スピード 30」。2020 年９月からビルバオ市内のすべての道路で制限速度が時

速 30㎞に変更された。１番大切だったのは市民の意識づくりであったが、様々な宣伝や広

告のほか、Ｘ世代へのアプローチも戦略として行った。メリットとしては、交通密度を緩和

することだが、ほかにも交通事故が 24％減少、負傷を伴う事故が 45％減少、死亡事故が６％

減少、歩行者の被害が 39％減少、自転車利用者の被害が 14％減少、二酸化窒素が６％減少、

車両による騒音が 0.1％減少といった結果が出ており、歩行者・自転車利用者に対する安全

性の強化や排気ガスの削減などにも繋がっている。 

２つ目は、「ジェンダー行動計画」。ジェンダーバイアスは、社会的なものであり変えるこ

とは難しいが、女性の社会的役割と男性の社会的役割との差異を考慮した対策が必要である。

近距離の移動やバス利用の仕方などの男女の違いを区別し、実際にどのように利用している

のかを分析することが重要であり、本格的かつ安全で持続可能なモビリティを実現する必要

がある。 

３つ目は、「まちづくり」。バルセロナで実現されているスーパーブロックと呼ばれる歩き

やすいまちづくりのデザイン方法を取り入れることや、15 分都市と呼ばれる徒歩・自転車

で、15 分以内で移動可能な圏内で日常生活ができることなど、市民のニーズが満たせるよ

うなまちづくりを目指している。 

４つ目は、「歩行者のモビ

リティ」。歩行者・自転車利

用者はエスカレーターや

オートスロープの利用率が

高く、2023 年の利用者数は

1,600 万人だった。ビルバ

オ市内には平地から上の地

区へ繋ぐエレベーターが

69 台、エスカレーターや

オートスロープが７台あり、

安全対策として緊急避難

システムや監視カメラ、外

部との通信に支障がでない

ような対策を行っている。

また、ビルボバス（路線バ

ス）は、徒歩・自転車の次

の移動手段として位置付け

られている。徒歩・自転車

で移動可能な距離を超える場合には、一番環境負荷が少ない移動形態であるため、向上させ

ていくことが重要である。 

自転車は柔軟性が高く、また、移動範囲も徒歩より広がるため、最も成長している移動手

段である。2023 年には自転車を購入する方々に対して購入引換券 70枚を発行し、すべてが

使用され、また、ほかにもメンテナンス引換券 1,155 枚を発行し、1,111 枚が使用された。

ビルバオ市内には 299 箇所の駐輪場、700 台の貸出用公共自転車が整備されている。2023 年

の利用回数は 201 万回、利用者数は 22,880 人となり、ヨーロッパの平均値を超える人数で

あった。2018 年は自転車による移動距離が約 36㎞ほどだったのに対し、今では倍近くの約

【人が最優先の持続可能な都市交通計画】 
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63 ㎞となっている。 

また、人身事故などの被害を最小限に抑えるため、交通事故数が０になることを前提に取

り組んでいる。移動手段として自転車を導入することは必須だったが、最も立場が弱い歩行

者に対しては細心の注意を払う必要がある。歩行者を優先するためには、皆に平等であるこ

とが大切であり、そのためにはエレベーターによる地区間の移動改善、信号機の設備の最適

化、地区間のコネクションの向上といった課題がある。 

低排出ガスゾーンに関しては、６月 15日に条例が制定され、罰金が課せられるようになっ

たが、実際には車両を正確に監視できるカメラなどの設備が整備された９月 15日から制度

が始まっている。車両が登録された年ごとに区別し、環境にやさしい車両であるのかを判別

する環境ステッカーを車両に貼付し、Ａ（2001 年以降登録車両）、Ｂ（2006 年以降登録車

両）、Ｃ（環境にやさしい車両）の３つに区分し、ビルバオ市内でどの地域、どのゾーンに

出入りできるのかを可視化している。Ａ、Ｂについては、都市の中心部へのアクセスが厳し

くなっている。 

 

◎質疑応答 

 

Ｑ 様々な国でオーバーツーリズムの観光公害が増えている中、ビルバオもその影響を少

なからず受けていると思うが、どのような対応を考えているのか。 

Ａ ヨーロッパ全体にオーバーツーリズムの傾向がある国が増えているが、それはこれま

での観光政策のミスであり、その欠点が今現実に表れているのが現状だと思う。 

  ビルバオの観光は産業の中で言うと成長中の段階であり、どんな産業でも良い面や悪

い面、間違いや成功例などがたくさんある。その良い面も悪い面も両方理解する姿勢が

大事であることと、サスティナビリティと言っても、例えば自然を大事にすることや社

会的な課題というのが市民にとって持続可能であるか、健康的であるか、経済的にも可

能であるかということを見据えた計画が必要となっていく。他の都市の間違いも参考の

材料となる。 

  モビリティの観点からも様々な意見があり、先を見据えた計画、長期的なプランが非

常に大事になる。ビルバオも観光客が出入りする時、例えばクルーザーで来るなど様々

なアクセス方法があるが、町の中心へアクセスするのに大型バスが入らないような公共

交通機関を作っていくのに力を入れているところである。 

 

 Ｑ さまざまな環境に対する目標がある中で、市が独自で市民の方々に義務付けているこ

とは。また、中心部の車のスピードを時速 30ｋｍに抑えるとのことであったが、それに

対する市民の理解は。 

Ａ 町は自分たちが作っているという文化が元々この町にはあり、前向きな評価につながっ

たのかもしれないが、普通人々は大きな変化を嫌う傾向にあるため、それを理解したう

えで市民にアプローチし理解を得て、市民のための政策ということで団結し、力が増し

たことが成功した例だと考える。 

 

Ｑ 観光政策を進める組織として、ビルバオ市の観光局以外に民間の観光協会などの幅広

い観光推進をする組織があるのか。どの様な役割をしているのか、その関係についてお

聞きしたい。 

Ａ ビルバオ市とビスカヤ県が繋がっているビルバオビスカヤという団体がある。他にも

バスクツアーという機関があり、都市部と郊外での観光を同時に促進している。ビルバ

オ観光局では、ブランディングに力を入れており、海外に対する情報発信を担っている。

近隣の町や他県とともに盛り上がっていこうという意識がある。 
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◎おわりに 

 

 今回の視察には、年代・性別・部署の異なる多彩なメンバーが参加し、北海道の観光・交

通・環境施策のさらなる向上、活性化の在り方について、様々な視点から学ぶことができた

ように感じた。 

これからも今回築くことができた貴重な人脈と経験を活かし、ビルバオ市で深く学んだ『地

域の伝統、文化を守り、何より地域を愛し、地域づくりの担い手は自らである』ということ

を再確認し、誇りを持って仕事に臨む姿勢を持ち続けたいと思う。 

私たち自治体職員を取り巻く環境は、ますます厳しくなり、このような研修に参加できる

機会が困難になる自治体も出てくるかもしれない。しかしながら、現地でしか得ることので

きない経験を通し、同じものを見て、同じ空気に触れ、同じ食事をした仲間が全道各地にい

ることは何よりも心強いことであると信じ、この事業が今後も末永く継続できるよう次世代

の後輩たちの背中を押していきたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スペインサン セバスティアン市の観光施策 

～人口 19 万人都市の発展の背景と戦略～ 

 

【訪問先】サン セバスティアン市（スペイン） 

【対応者】Ms.カルメン・バス・サラス氏（観光担当） 

     Mr.イニャキ・バロ・ガリン氏（交通担当） 

【通訳者】寺本 裕美子氏 

【アスレティック・ビルバオのユニフォームを着て、ビルバオ市庁舎にて皆さんと】 
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◎はじめに 

 

北海道は、広大で豊かな自然や新鮮な食という観光資源があり、これらの価値や魅力が評

価され、国内随一の観光地として確固たる地位を確立している。 

 また、北海道内の各自治体においても、特有の自然や農水産物、特産品といった地域の特

性を活かして様々な取り組みを展開し、地域経済の活性化やまちづくりを行っている。 

 令和２年から新型コロナウイルス感染症の世界的大流行によって北海道を訪れる観光客が

激減したが、令和５年に５類感染症へ移行して以降、旅行需要の回復に加えて円安の影響も

重なり、インバウンドを含めた観光入込客数は回復してきている。しかし、昨今のコロナ禍

によって変容した観光ニーズに対応するため、観光の高付加価値化など持続可能な観光地域

づくりの必要性が求められている。 

北海道は、食や観光の価値・魅力ともに一層高みに押し上げることができる潜在力を有して

おり、観光大国スペインにおいて、マドリードやバルセロナなどの他都市と比べて観光資源

が乏しい中であっても、食や食文化を資源とした観光振興によって世界の美食都市として注

目を浴びるようになったサン セバスティアン市の施策や戦略について取組みを学んだ。 

 

◎訪問先の概要 

 

サン セバスティアン市は、スペインバ

スク州ギプスコア県の県都であり、人口

は約 19 万人である。大西洋に面するス

ペイン北東部に位置し、フランスとの国

境からは約 20 キロメートルの距離で、

美しい海岸に恵まれている。19 世紀後半

にスペイン王室が避暑地として離宮を建

てたことをきっかけに国内の貴族階級や

フランス王族に人気の海岸リゾート地と

して発展し、今やヨーロッパ有数のリ

ゾート地として注目されている。 

【ビスケー湾とサン セバスティアン市】 

サン セバスティアン市の主要な経済活動は商業と観光業であり、海岸リゾート以外には、

特にバスク料理と「美食」の街で知られている。４年制の料理専門大学バスク・クリナリ―・

センターや名門料理学校が開学され、サン セバスティアン市内にはミシュランガイドに掲

載される星付きレストランが多く存在し、「美食」の文化が根付いている。また、旧市街の

バルで提供されるピンチョスと呼ばれる串刺し料理や小皿料理などは大きな観光資源となっ

ており、ビスケー湾で採れる魚介類や、畜産物など地元で調達できる原材料も観光の発展に

寄与している。 

 EU 加盟国の中から毎年１都市が選ばれる欧州文化首都にも 2016 年に選定され、サン・セ

バスティアン国際映画祭など優れた文化面や、プロサッカーチームのレアルソシエダが本拠

地として活動するなどスポーツ面においても盛んな都市である。 

◎研修の内容 
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１ 観光都市となった背景と公共交通対策 

 スペイン女王イサベル２世が医師に海水

療法を進められこの地を訪れ、以降サンセ

バスチャンは王室御用達となった。その後、

摂政女王のマリア・クリスティーナもこの

地を気に入って訪れるようになり、1912 年

には避暑のための別邸を造らせたことから

上流階級の中でも流行の避暑地となり、沢

山の貴族などがこの地で夏を過ごすように

なった。 

 2010年までは国内の観光客が大半を占め

ていたが、スペイン北部バスク地方の分離

独立武装組織「バスク祖国と自由（ETA）」       【市庁舎での研修風景】 

が 2011 年に解体され、そこから海外に向けて積極的に観光施策を推進している。 

 サン セバスティアンの住宅地は、比較的標高が低めの平地と丘の上などにある住宅地が

半数程度の割合で存在しているため、それぞれの住宅地のニーズにあった公共交通の整理が

長年の課題となっていた。また、観光都市となったことによる交通量の増加や環境汚染も解

消していかなければならない課題となっている。 

 

２ 戦略 

 観光都市を目指すための戦略としては、街

のブランドをアピールするために、美食とし

てのバスク文化、「MICE」、「プレミアム」とい

うキーワードを使いながら、カスタマイズ可

能なワンランク上の観光地ということを売り

とし、スポーツ観光も戦略に組み込んでいる。 

25 年前から三ツ星レストランを構えている

シェフが多数いることや、ピンチョス、シー

ドル、チャコリ等様々な伝統的な美食文化が

そろっていることから、それらを活用して美

食の街としての地位を強化し、さらに国際映    【バルで提供されるピンチョス】 

画祭やジャズのイベントフェスティバル、ビーチでのコンサートなど年間を通じて行われる

様々な国際イベントも観光イベントの柱として位置付け、一生に一度の経験を提供するワン

ランク上の高級観光地としてのブランディング確立・高付加価値観光を目指している。 

加えて、マリンスポーツやサイクリング等のスポーツ体験や、サッカーや伝統スポーツの観

戦等も戦略の大きな柱とした。 

 公共交通対策としては、「市民に対して優しい街・健康的な街・安全な街」をテーマとし

て、全てが持続可能であることが必要とし、交通網の整理、駐車施設、公共交通機関を優先

できるような市民へのアピール、そういった内容で都市計画を策定した。 

 計画の主な内容としては、交通量が多い通りの解消、そのための自動車等の進行方向の変

更、新たな駐車スペースの確保、自家用車の利用率を下げていくことを計画した。 

※MICE とは Meeting（会議・研修・セミナー）、incentive tour（報奨・招待旅行）、Convention

または Conference（大会・学会・国際会議）、Exhibitiou（展示会）の頭文字をとった造語

で、ビジネストラベルの一つの形態。 
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３ 効果 

 観光分野においてスペインの傾向として

は、ドイツ・イギリス・フランスからの観

光客が多く、2010 年までは国内の観光客

が大半を占めたが、今ではアメリカからも

沢山の観光客が訪れるようになり（2023年

データでは 62％が外国人観光客）、文化都

市としても発信を続け、2016 年に欧州文

化都市に認定された。また、国際的な都市

となったことにより市民全体の評価として

前向きな反応を示していることや、町に対

する投資の増加、就業率の向上、公共サー

ビスの充実に繋がった。           【徒歩・自転車移動がしやすい街並み】 

 公共交通においては、交通網の断層化を図るためにバスやタクシー専用道と昔鉄道だった

場所を自家用車専用道に分けたことにより渋滞等が解消された。また、町中にレンタル自転

車を配置することや、レンタル自転車の駐輪場に併せて個人の自転車も駐輪できるよう駐輪

場の整備を行うことにより、交通量の削減や排気ガス等の温室効果ガスの削減にも繋げるこ

とができた。それによって市民の環境意識が向上し、環境や自然に優しく過ごしやすいまち

づくりを行うことができた。 

  

４ 課題 

 観光客が増えたことにより、観光客と市民の不和、物価の上昇、バスクのアイデンティティ

が失われるのではという不安、交通量が増えたことによる市内へのアクセス面の課題がある。 

  

５ 今後の対応等について 

 今までは観光プロモーションに注力をしてきたが、これからは管理運営を改善していく必

要がある。公共空間の整備や宿泊施設の課題、公共交通の改善のためモビリティ部門等の関

連部署と協力し、バスクを代表する都市として、アイデンティティが失われることなく持続

可能な政策を検討し、ヒューマンスケールで「市民を中心に市民のため」のビジョンを失わ

ずに施策を推進していく必要がある。 

 市内のアクセスについては、車のアクセスを減らすために EUからの補助により都市部の

東から西へ横断する地下鉄の工事が計画され、2027 年完成予定となっている。この地下鉄

が完成すれば、車のアクセスを大きく減少させることができ、渋滞や大気汚染の解消に繋げ

ていくことができる。交通量を減らしていくことができれば、今後、市民の生活空間を大事

にしたまちづくりや緑地空間等の新しい公共空間の創設を行っていきたい。 

 

◎質疑応答 

 

 Ｑ 文化を継続させるためには次世代への継承が必要となるが、バスクの文化を守るため    

に学校や自治体としても何か守っていく取り組みをしているのか。 

 Ａ 昔から行われている伝統行事は歴史的背景から非常に政府が力を入れており、文化部 

（日本でいう文部科学省）が特にリードして学校の中でも文化に関するアクティビティを実

施している。幼稚園、小学校でも毎年必ず伝統の服装をしたり民族舞踊を踊ったりもしてい

る。博物館等でも子供向け行事などを通じて文化の継承を行っている。 

 

 Ｑ 19 万人の人口規模に対して地下鉄の建設はかなり大きなプロジェクトとなると思わ

れるが、どのような狙いがあったのか。 

 Ａ 地下鉄の建設については国からの提案であったため、大半の資金はバスク政府が出す  
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こととなっていたが、工事計画が出たときは市民からも規模が大きすぎるのではないか 

との意見も多く出た。モビリティ政策の内容や政府としてもとにかく自家用車のアクセ    

スを減らしていかなければならない。郊外の町からサンセバスチャンに継続的に来ても 

らう為にも地下鉄の建設事業は必須であった。そして郊外の観光を楽しみながらの利用 

もできる。 

 

◎おわりに 

 

 今回、サン セバスティアン市が小規模な

都市でありながら、チャコリやピンチョス

といったバスク地方伝統の食文化を軸にマ

ドリードやバルセロナ等のスペイン国内の

他の観光地との差別化を図り、世界から注

目を集める都市に成長してきた背景を学ぶ

ことができた。 

 日本では観光立国推進基本法により、観

光は力強い経済成長を推し進めるための極

めて重要な成長分野とされ、世界の観光需

要を取り込むことにより、地域活性化、雇

用機会の増大などの効果を期待出来るとさ

れている。 

 北海道でも観光業を重要な産業の一つと    【サン セバスティアン市庁舎内にて】 

して位置づけ地域の活性化を目指しているが、近年の温暖化の影響によりパウダースノーの

質の低下や農水産物の生産量減少が懸念されている。そのような状況は、自然や食を観光資

源の中心とする北海道にとって他地域と差別化を図るうえで看過できないものとなっており、

今後は他地域との違いを自ら見つけ周囲にアピールする必要性が観光を推し進めるうえでよ

り一層重要なものとなってくるものと思われる。 

 サン セバスティアン市で取り組まれている自分のまちの歴史・文化に誇りを持ち、その

魅力を分析することにより既存の資源を活用して他地域との差別化を図り観光地として発展

してきた面及び観光客のみならず地元住民にも配慮した交通対策などに北海道の今後のある

べき姿を感じることができた。 
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外国派遣研修に参加して 

 

奈井江町 木 村 俊 輝 

 

【はじめに】 

「この研修に参加しないのは損をしている」

この言葉を上司から聞いた私は本研修に参加す

ることを決意いたしました。 

新型コロナウイルス感染症の流行後、５年ぶ

りの開催ということで、 また変わらずに研修

に参加させていただけたことに感謝し、たくさ

んの経験を積むことができればと思い研修に参

加させていただきました。 

 

【事前準備と出発】 

長期間の研修の経験がない為、何を準備して

良いのかもわからず、班のメンバーと情報を共

有しながら研修の日が近づくのを待つばかりで

した。出発の前日に現地の気温を確認するとド

イツとスペインの気温差に驚愕し、慌てて荷物

を詰め直し、不安と緊張が入り混じった前夜を

噛みしめていました。 

班のメンバーと羽田空港で待ち合わせをして

おり、お会いできた時には前夜に抱いていた不

安も期待へと変わりました。研修が始まる前か

ら私は班のメンバーに助けられていたとこの報

告書を記載している中で改めて実感しました。 

 ホテル到着後から団結式までの時間が空き、

不安からか部屋にじっとしていられなく、近く

の神社へ赴き、団員の安全を祈願いたしました。 

 

【いざヨーロッパへ】 

前日の団結式の余韻が残る中、羽田空港へと

向かいました。羽田空港での出国手続きはただ

ならぬ緊張感があり、ようやく日本を旅立つ実

感が湧いてきました。 

誰しもが心配していた15時間のフライト。添

乗員さんのご配慮のおかげで全員通路側の座席

を確保していただけました。更には、搭乗率も

少なく、広々と座席を使うことができ、搭乗人

数までも調整できてしまう畠山さんの力に感服

いたしました。長時間の空の旅も難なく終え、

次の日から始まる研修へ体力を温存することが

できました。 

【思い出のドイツ】 

前日の移動疲れなのか、無事到着したこと祝

し開催された飲み会疲れなのか、朝早い出発に

若干の疲労感を感じながら研修先へと向かいま

した。 

霧雨スタートという天候が思わしくない中で

したが、北海道を出発する前夜に気温を確認し

て防寒対策を施した自分を自分で褒めることと

し、ドイツで通訳を担当してくれた松田氏の話

に耳を傾けていました。 

日本とは異なる建物、車、聞こえくる言葉。

見る、触れる感じ取れる全てが新鮮かつ知識へ

と変わるような場所へ足を踏み入れたことに身

を引き締め、その重みを感じながら歩を進めま

した。 

また、研修の質の高さに戦々恐々としたのは

私だけではないと思います。後に控えている他

班の先陣を切り、１班が研修の口火切りました。

後の視察先での指標となれたかなと自負してお

ります。私は病院に配属を受けており、ここで

学ばせていただいたシュタットベルケは日本の

公営企業会計に近いシステムであった為、先進

地の経営概念を学ぶことができたのは貴重な経

験となりました。 

 

【お楽しみのスペイン】 

 スペインといえばサッカーのイメージしかな

く、あくまでも今回の本文は研修なので期待し

てはいませんでしたが、いただいた行程表を見

るとサッカースタジアムの見学が入っておりま

した。そんな期待に胸を膨らませ最初に訪問し

たビルバオ市も次のサンセバスチャン市もやは

り街の中がサッカー文化で溢れており、スペイ

ンのイメージはイメージどおりであったと実感

【１班メンバーと朝の散歩】 
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させられました。 

 外国研修に参加する方とは、一度事前研修で

の顔合わせが初であった為、研修当日にお会い

するのが２回目でした。そのような中、１か国

目のドイツを経て、研修の要領や流れも全員が

つかみ始めたのがスペインであり、振り返って

みるとランチでの出来事や夜の食事等、ビルバ

オ市をきっかけに殻を破った、破らせた団員が

多くいて、団員相互間の絆が高まった都市であっ

たと思えます。 

 私自身もビルバオ市をホームタウンとしてい

る「アスレティック・ビルバオ」のサッカーユ

ニフォームを着て、公式訪問先へ行くとは夢に

も思っていませんでした。そのようなおふざけ

も快く許してくれたのは、このビルバオ市での

お酒を交えたコミュニケーションがあったから

ではないかと思います。結果として研修が実り

あるものになったのも、ここがターニングポイ

ントであったと実感しております。 

サン セバスティアン市は、食事も景色も素晴

らしく、危うくフランス行きのＴＧＶに乗るの

を断念するところでした。訪問先で頂いたトー

トバッグは愛用しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心踊るフランス】 

 パリと聞くだけで心が躍ってしまうのがわか

るくらい気分が高揚しておりました。そのよう

の中迎えたパリは警報級の豪雨。高揚感を打消

し、研修であることを再度自覚されられるよう

な大粒の雨に打たれながら、バスから見えるパ

リの街並みを見ていました。とは言ってもやは

り花の都パリ。バスの水滴がついた車窓から見

えるわずかな景色でも先に訪れた２か国と比べ

ても豪華絢爛な建物が多く立ち並んでおり、昔

に教科書で見た記憶と答え合わせをしていまし

た。 

 パリは研修最終国であり、その研修の締めく

くりとして、世界でも屈指の作品展示数を誇る

ルーヴル美術館へと行かせていただきした。西

洋美術史から学ぶ歴史背景など学生時代の教養

の足りなさを恥じるとともに再度、勉学への向

上心を奮い立たせるくらい、展示されている作

品は素晴らしいものでした。 

 ヴェルサイユ宮殿へ視察に行っていた組が凱

旋門の前で写真撮影をしていたのが羨ましかっ

たのはここだけの話にしておきます… 

 

【おわりに】 

この報告書を読んでいると一見順風満帆なも

のであったように思えますが、個人個人で様々

な小さいトラブルがありました。 

 私自身もキャリーケースの暗証番号が何かの

弾みで設定していたものから別の番号へと変

わってしまい、「001」から順番に試さざるを得

ない状況になってしまいました。班のメンバー

からは「４桁じゃなくて良かったね」と激励の

言葉を頂戴し、挑み続けること15分。「551」で

夢の扉は開かれ、事なきを得ました。 

 様々な経験を積ませていただいたこの研修を

無事終えることができたのも北海道市町村振興

協会の事務局、また添乗員のティ・シィ・アイ 

ジャパン（株）の畠山さんのおかげであります。

この場を借りてお礼を申し上げます。ありがと

うございました。 

 また何より、若輩者で人見知りの私を受け入

れていただいた１班のメンバーには本当に感謝

しております。この班のメンバーであったから

こそ私は研修に行くことできました。ありがと

うございました。 

 このように10日間の研修であったからこそ得

られる物も大きかったと思います。事後研修は

ありませんが、またすぐにお会いできることを

期待しております。 

 

 

 

【ビルバオサポーター】 
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外国派遣研修に参加して 

 

長沼町 立 川 祐 輔 

 

【はじめに】 

本見聞録を書くにあたり、改めて手帳を見返

したところ、令和５年度末に町長から外国派遣

研修の話をいただいておりました。同時に令和

６年度の人事異動がないことを察し、落胆しま

したのを思い出しました。しかし、見聞を深め

る良い機会であるとともに、非常に光栄な話を

いただいたことを理解し「参加させてください」

と返事したのを覚えています。 

すべてはここから始まりました。 

 

【準備期間】 

 私自身、海外旅行経験が乏しいうえに今回の

研修地が欧州という非常に遠い場所であること

などから、正直、不安しかありませんでした。 

 そのような折、８月６日に事前研修がありま

した。参加者が一堂に会し、外国研修の心得や、

具体的な研修内容についてレクチャーを受けま

した。班に分かれて協議する場面もあったため、

まずは同じ班のメンバーと打ち解けることがで

きました。また、宿泊を伴う研修会であったた

め酒を飲み交流できたので、他の班の仲間とも

親しくなることができ、不安が半減したのを記

憶しています。 

 しかし、不安材料はまだありました。それは

研修に持参すべき用品の準備です。班のメンバー

とラインで情報交換をし、youtubeなどで旅に必

要なものを調べ、Amazon等で購入するという作

業を延々と繰り返しました。スーツケース、耳

栓、首枕などなど。 

 嫁と相談し下着は宿泊日数分準備することで、

現地で洗濯はせず、使用した分は捨ててくるよ

うに計画しました。これにより帰りの頃はスー

ツケースに空きができ、お土産を詰めることが

出来るという算段でした。それでも夫婦でスー

ツケースに詰めたり出したりを繰り返し、結局、

準備が完了したのは前日の夜でした。旅慣れて

いないので本当に大変でした。 

 

【ドイツ】 

 ドイツまでのフライトは想像よりも快適でし

た。３列席でしたが、私と研修仲間が横並びで

両通路側に陣取る形で真ん中の席は幸いにも空

席であったからです。ここを荷物置き等の共用

スペースとして利用するとともに、トイレも自

由に行けました。約15時間のフライトを終え、

ドイツの空港に着いたのは現地時間の夕方でし

た。バスに乗り一路フライブルグのホテルへ。 

途中、トイレ休憩で寄ったサービスエリアで、

さっそく有料トイレの洗礼を受けました。 

到着したホテルは想像よりも立派でした。疲れ

ていましたが、班の仲間とホテルのバーで本場

のドイツビールを味わいました。疲れた体にし

みるおいしいビールでした。 

気持ちが高揚しているのか加齢なのか、朝は早

く目覚めました。今思うと研修中の全日程早起

きでした。 

  

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

 

 

ドイツ・バート クロツィンゲンの視察は、シュ

タットベルケと市民バス等地域公共交通につい

てでした。我々１班の担当でもあり、全員で気

合を入れて勉強し質問しました。質問順が後に

なるにつれて内容が被らないように配慮しなけ

ればならない縛りがある中、全員が無事に質問

してくれて１班の仲間には本当に感謝していま

す。 

この日の夕食はビールとソーセージというTHE

ドイツというメニューでとてもおいしかったで

す。しかし、この夜に限らずビール等のアルコー

ル飲料ばかり飲むわけにはいかず普通に水も飲

みたいのですが、予てから聞いていたとおり水

は非常に高価なものでした。日本円で７００円

ほど。背に腹は代えられないので買っちゃうの

ですけれども。 

 翌日見学したハイデルベルグ城は日本の城と

は全く造形を異にしたものでした。堅牢かつ繊

細で美しく、異国の地という要素もあり、さな

がらRPGのゲームの世界に迷い込んだような不

思議な感覚でした。この城は山の中腹に建設さ

【初ドイツビール】 
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れているため、ビュースポットなのですが、眼

下に広がる建物群の屋根は赤で統一されており、

城だけではなく、周辺全てが景観的にも美しく

ずっと見てられるほどでした。 

 

【スペイン】 

 ドイツから夜中に到着したビルバオではちょっ

としたアクシデントがありました。慣れない海

外であったため研修仲間の数名がダウンし視察

に参加できない事態に。幸いその日は日曜日で

あったため、公式訪問はなく見学だけの日でし

たので大事には至りませんでした。かく言う私

も体調がすぐれず当社比50％ほどでした。私の

場合は冷たい飲み物に飢えていたため、朝食時

に氷をたくさん入れてジュースを飲んだことが

原因だと考えます。食中毒のような症状で吐き

気と下痢がすごかったです。水はミネラルウォー

ターを買うように気を付けてはいたのですが、

考えれば氷も同様、気を付けるべきであったと

猛省しました。 

 また、研修先であるサン セバスティアンは坂

と海のある街であり、小樽市や函館市を彷彿さ

せ、この研修で一番風光明媚な場所でした。夕

暮れ時にみんなで撮影した写真は最高でした。 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

【サン セバスティアンの海と夕日を背に】 

 

【フランス】 

 フランスは残念ながら雨でした。しかし、パ

リオリンピックで見た歴史的建造物の数々、シャ

ンゼリゼ通りを走る車窓からではありますが最

高です。とても気持ちが高揚しました。あいに

くの雨で写真もきちんと撮れませんでしたが、

何度もネットで見た凱旋門のラウンドアバウト

を実際に走り感激しました。 

 エッフェル塔ではバスから下車して写真撮影

させてくれましたがみんな衣服がべちゃべちゃ

に。でもそれすらが良い思い出です。 

 フランスではルーヴル美術館にも行きました。 

私はもともと美術館に行くのが好きだったので

興奮しっぱなし。ルーヴル美術館の入口にある

ガラスのピラミッドを見たときには鳥肌が立ち

ました。中に入ると学生の頃教科書で見たモナ・

リザやミロのヴィーナスの本物が目の前に。あ

らゆる角度から鑑賞し、撮影もしまくりました。

ガイドの方の作品の説明もわかりやすく、最高

の時間でした。 

 

【帰路】 

 シャルル・ド・ゴール空港からの帰路はとて

も辛いものでした。行きのフライトとはうって

かわって満席だったので、真ん中の共有スペー

スもなし。機内食を食べる際も脇を締めコンパ

クトに食べねばならず、加えて後ろの席の酔っ

ぱらいが騒いでうるさく最悪の14時間でした。

また、行きのフライトでは気になりませんでし

たが、さすがに長時間座っていると床ずれのよ

うにお尻が痛くなるので、次にこのような機会

があればお尻対策しなければと強く感じました。 

 

【終わりに】 

 辛いフライト、食中毒症状など色々ありまし

たが、それを差し引いてもなお、本外国研修は

何物にも代えがたい経験であり、目で見る建物

や景色、聴こえてくる異国の言葉、食する料理

の数々、五感すべてを総動員して感じ取ったつ

もりです。二度と見ることがない景色だと意識

し、すべての瞬間を目に焼き付けたつもりです。 

 しかし、今思うともっとこうしておくべきだっ

たと後悔の念ばかり。もう一度やり直せるなら、

もっと上手に研修できると思います。 

 最後に、本研修の主催者である北海道市町村

振興協会の皆様、添乗してくださった畠山さん、

貴重な経験をさせていただいたことに心から感

謝申し上げます。 

また、研修で知り合った道内各地の仲間たち

は誰かが欠けてもこのような満足のいく経験は

出来なかったと思います。この縁こそ最大の財

産として今後の行政人生の糧にしたいと思いま

す。 
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市町村職員外国派遣研修に参加して 

 

ニセコ町 松 居 敦 子 

 

【出国～ドイツ到着】 

 日本を出発してドイツへ向かう途中、飛行機

の窓からは氷河のようなものが見え始め、ドイ

ツ国内の上空に入った際にはドイツの街並みが

見え、今まで見たことのない景色に感動し、ワ

クワクした気持ちで本研修が始まりました。  

飛行機の窓から見えるドイツの風景は、広大

な農地の中に住宅が固まって配置されているな

ど日本の風景との異なり、ドイツのまちづくり

や都市計画の姿に驚きと感動を覚えました。 

  

【ドイツ・バート クロツィンゲン市にて】 

ドイツでのはじめの視察先バート クロツィン

ゲン市では、「シュタットベルケ」の役割と組織

形態、公共交通事業、市民コミュニティバス運

営についての取組みを伺いました。実際に市民

コミュニティバスにも乗車させてもらい、その

時に運転してくれたドライバーさんは、年金受

給者になって何かできることはないか探してい

たことがきっかけでドライバーを始められ、現

在は人の助けになること、運転手同士のつなが

りに生きがいを感じているとのことでした。お

話されている間、終始嬉しそうな表情であった

のが大変印象的でした。 

 

【ドイツ・フライブルグ市ヴォーバン地区にて】 

  フライブルグ市では環境先進住宅地ヴォーバ

ン地区の現地視察を行いました。現在私自身が

担当している本町の「ニセコミライ」街区の取

組みのモデルとなるヴォーバン地区を直接見る

ことができたのは貴重な経験となりました。 

ヴォーバン地区の視察後に、本研修顧問の小

磯先生より「このヴォーバン地区を17年前に視

察し、17年後訪れて時間軸でこの取組みを見る

と、実はその環境だけではなくて、住宅のよさ

もあり多様な人たちが集まる団地に変化してき

たことが魅力となっている。まちづくりの中で、

環境にこだわった最先端の住宅をまちづくりの

中にうまく溶かし込んでいくための17年間だっ

たと感じた」との話を伺った際には、本町の「ニ

セコミライ」街区の取組もこの先時間はかかる

ものの、ヴォーバン地区のような魅力的なまち

となれるような取組みを進めていかなければな

らないと気持ちを引き締める機会となりました。 

【ドイツ・ハイデルベルグ城へ】 

ドイツ最後の日の朝は、1班のメンバーと朝食

後にホテル近辺を散歩し、ドイツの住宅街を散

策しました。冷たい空気の中でしたが、帰りに

カフェでコーヒーを飲み、ほんのひと時ゆった

りとした時間を過ごすことができました。 

その後は、ハイデルベルグ城の視察に向い、

昼食には餃子の皮を使用したラザニアのような

料理をいただいた後、ハイデンベルグ城の中へ。

過去の戦いや戦争により崩れているところも多

くありましたが、長い歴史を経てきたハイデル

ベルグ城の壮大さや存在感に感動しました。 

 

【スペイン・ビルバオ市にて】 

 ビルバオ空港には夜中に到着。空港からホテ

ルまでのバスの中からは、街灯やお店の灯りな

どに照らされたビルバオの街並み、グッゲンハ

イム美術館などが見えてきて、疲労の中でも新

しい街を見られることの期待感でいっぱいでし

た。 

 今回スペインで訪れたビルバオ市、サン セバ

スティアン市は、ビスペイン北西部からフラン

ス南西部にまたがるバスク地方と呼ばれる地域

にあり、バスク地方では、ヨーロッパで最も古

い言語と言われるバスク語が現在も公用語とし

て使われ、独自の文化と伝統とともに受け継が

れています。 

 本研修中もバスク語を公用語として守り、受

け継いでいる話をたくさん伺い、バスク語に触

れることができたのは良い経験となりました。 

 ビルバオ市では、芸術文化が観光振興に発展

したプロセスや、公共交通、環境を含んだ観光

政策についての取組みを伺いました。 

 ビルバオ市は、グッゲンハイム美術館の開館

を皮切りに、工場排水に汚染された河川環境の

改善、交通網の空白地帯にトラム路線を設ける

など市内外の周遊者にアクセス手段を提供する

ことで、古くからの街並みが残される旧市街に

調和した文化・芸術を活かす創造的なまちづく

りの取組みを行ってきました。実際に旧市街に

近代的な施設や建物があっても違和感は感じら

れず、古さと新しさをうまく調和し、文化・芸

術を活かしたビルバオの街は魅力あるまちでし

た。 

観光政策では、市民のためになるかどうか、

長い目で長期的な政策を行っていくことが大切

であるとの話を伺い、持続可能な都市として、

最終目標は市民の健康とお話されるところに国
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際都市の取組みの素晴らしさを感じました。 

 

【スペイン・ゲルニカの街】 

 ビルバオ市の視察後は、ゲルニカの街へ。ゲ

ルニカの街は、ピカソがスペイン内戦の悲劇を

描いた絵画『ゲルニカ』で世界的にも知られて

います。スペイン内戦中の1937年4月26日、

ドイツ空軍がスペイン北部の都市ゲルニカに対

して爆撃を行いました。これが戦史上初の本格

的な都市無差別爆撃となり、これをピカソが描

きました。現在、絵画『ゲルニカ』は首都マド

リードのソフィア王妃芸術センターに保管され、

ゲルニカの街にあるものは原寸大の複製でした。

この複製のゲルニカを見ながら、通訳の寺本さ

んの「バスク州は熱心に絵画の展示を希望した

が、ゲルニカの街には戻っていない」という言

葉は私の心に深く残りました。 

 

【スペイン・サン セバスティアン市にて】 

サン セバスティアン市においても主に観光政

策についての取組みを伺いました。観光都市と

して持続していくために、市民の声を大切に、

公共の場の整備やオーバーツーリズム対策のた

め郊外の観光と街中の観光との整理などに力を

入れており、アイデンティティが失われること

のない観光政策を進めていることに感銘を受け

ました。 

 サン セバスティアン市庁舎やイゲルド展望台

から見たサンセバスチャン市街は、海と太陽に

よって輝く素敵な眺望でした。 

  

 スペインにおいても1班のメンバーと朝食後

やホテルでの休憩時間に街中や住宅街を散歩す

ることができました。ビルバオ市、サン セバス

ティアン市それぞれの街の景色、人、建物など

をじっくり散策できて良い時間を過ごすことが

できました。 

 またスペインの食事は、昼食も夕食もステー

キが続くときがあり胃がびっくりしたものの、

トマトやアボガドなどの野菜は大変美味しく、

スペインの食文化も存分に味わうことができま

した。 

【イゲルド展望台で記念撮影】 

 

【フランス・パリにて】 

 最後の視察先パリへは TGV（フランス国鉄の

高速鉄道）にて移動。1 班のメンバーと TGV の

バー車両にも行き、フランスの田園風景の景色

をゆっくり眺めながらの移動となりました。 

 パリ到着後は大雨でしたが、雨の中でもパリ

の街中は歴史的な建物、セーヌ川などワクワク

させるものが溢れていました。 

 パリでは観光施設の現地視察としてヴェルサ

イユ宮殿を視察し、世界各国からの観光客の多

さに世界的観光都市の姿に圧倒されました。 

 

【おわりに】 

 本研修では、それぞれの地域の持つ文化や言

語、市民の存在を大切にしたまちづくりに触れ

る機会が多くありました。スペインのビルバオ

市もサン セバスティアン市ではアイデンティ

ティと市民を第一に考えた上での持続可能な観

光都市としての政策を行っていたことが強く印

象に残り、ドイツの取組みにおいても市民の存

在が強く感じられました。 

持続可能なまちづくりには、目先の幸せだけ

ではなく、長期的な政策、そしてアイデンティ

ティや市民の存在を大切に考えていくことの重

要性を学ぶことのできた大変良い機会となりま

した。 

最後に、この研修では振興協会のみなさん、

添乗員の畠山さん、現地の通訳さんのおかげで

研修期間は充実した時間を過ごすことができま

した。また一緒に参加した他町村のみなさんと

の絆はかけがえのないものとなりました。本研

修に参加できたこと、心よりお礼申し上げます。 
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外国派遣研修に参加して 

 

京極町 貞 村 俊 介 

 

【はじめに】 

 この度、以前から参加を希望していた外国研

修に参加させていただきました。10日間の研修

では「交通政策」や「環境政策」、「観光政策」

などについて現地の職員やガイドの方々の貴重

なお話をいただいたほか、現地の歴史や文化を

肌で直接感じることで、ヨーロッパにおける地

域づくりに関する先進的な取組みを学びました。

個人的には「見識を広めること」と「ヨーロッ

パにおける食文化を楽しむこと」の主に２つの

目的を持って参加したところですが、特に後者

については、食への関心が高い私にとって、現

地での食事が楽しみでした。実際に、研修者全

員お酒が好きということもあり、現地での食事

はとても楽しく有意義な時間となりました。 

 見聞録の作成にあたり、研修中の学びについ

ては、優秀な他の隊員が記していただけると思

うので、私からは、各国の食文化について書き

記したいと思います。 

 

【各国の食文化】 

そもそも食文化とは、地域や時代などにおい

て共有され、それが食材や調理法、食べ方など

一定の生活様式として習慣化され定着したもの

とされています。そして、お酒は各地の風土に

育まれながら様々な進化を遂げ、数千年もの間、

世界各地で人々に親しまれています。研修中は

各国の食文化に触れ、その国・地域にしかない

食材や味付けなどを体験しました。 

 

○ドイツ 

研修１か国目はドイツ。ドイツといえば言わ

ずもがな「ビール」です。ヴァイツェンやピル

スナーをはじめ豊富な種類のビールが存在しま

す。一般的にもビールとソーセージをイメージ

する方が多いのではないでしょうか。ビールは

大麦を発芽させた麦芽をビール酵母により発酵

させて造るお酒ですが、ドイツにはビール純粋

令という法律で、麦芽・ホップ、水、酵母のみ

と使用できる原料に制限があったほどで、法的

な効力を失った現在でも、当時の法令を守った

醸造所が多くあり、ビール文化の誇りが受け継

がれ品質の高さにつながっています。 

ドイツには一度旅行で訪れたことがあり、ビー

ル以外のお酒を飲む想像はしていませんでした。

１杯目そして２杯目もビール楽しむ印象が強

かったですが、移動中の車窓からはワイン用の

ブドウ畑も見られたほか、実際に昼食でドイツ

ワインを味わう経験ができ、「ドイツと言えばビー

ル」ではないと、帰町後に家族や職場の同僚に

得意げに伝えたことは、今振り返ると気恥ずか

しい思いです。また、以前訪れた時にはザワー

クラウトというキャベツを酢漬けにした料理や

ポテトがソーセージの隣に必ず添えられていま

したが、必ずではなかった・・・ことなど、訪

れた地域の違いもあるのでしょうが、以前感じ

ていた食文化と今回経験したそれらのギャップ

を感じたところです。 

 

○スペイン 

 ２か国目はスペイン。グッゲンハイム美術館

の建築により奇跡的な都市再生を果たしたビル

バオと世界屈指の美食の街サン セバスティアン

を訪問しました。私は、「美食世界一」のブラン

ドイメージを築き世界有数の観光都市として注

目を集めるサン セバスティアンでの食事にとて

も興味を抱いていました。なぜなら、この地域

はバスクと呼ばれ、海と山に囲まれた雄大な自

然が豊富な食材を生み、個性的でおいしい郷土

料理が発展した深い歴史があるからです。   

旧市街にある路地を歩くとバルが数十軒も軒

を連ねており、そこでは、ピンチョスというス

ライスしたバゲットの上に具をのせ、楊枝(ピン

チョ)で刺してとめたおつまみを味わいました。

バルではワインのほかサングリアを注文されて

いるお客さんが多かったように思います。一般

的には短時間でお目当ての店を巡り、いろいろ

なバルのピンチョスを味わうことがオススメの

ようですが、時間的な制約もあり１軒のみの食

事となりましたが、念願の現地ピンチョスを食

べることができ幸せな時間でした。この他、ス

ペインでは、海の幸や山の幸などの現地料理を

食したほか、スペインワインも何種類かいただ

きました。日本でもスペインワインは有名です

が、私自身ワインについて詳しくはなく、自ら

ワインを飲む習慣もありません。しかしながら、

いただいたワインはブドウが凝縮され口当たり

が滑らかで全ておいしくいただきました。 

スペインの食事は日本食と並ぶ健康食として

知られています。日本食の特徴は主食と主菜、

そして副菜２品と汁物の一汁三菜の食事スタイ

ルで、１食で各栄養素が補える理想的なバラン
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スの良い食事です。一方、スペイン料理はほと

んどにオリーブオイルが使用され、肉よりも魚

介をたくさん食べます。また、新鮮なフルーツ

や野菜、ナッツ、豆類をふんだんに食事に取り

入れ、チーズや生ハム、お米なども適度にいた

だくことでバランスの取れた栄養をとることが

できます。さらに、抗酸化作用のあるワインも

健康である秘訣と言われています。そんなスペ

イン料理に感じたことは、「しょっぱい」ことで

す。私の主観かもしれませんが塩分を強く感じ

ました。それはパンにつけても合い、ワインと

の相性も増し、とても美味しくいただいきまし

たが、「健康食であるのにしょっぱい！」と感じ

ながら食事をしたことを記憶しています。 

 様々な気づき・発見を与えてくれたスペイン

料理ですが、もともと、さしたる観光資源もな

く、雨も多く気候にも恵まれないサン セバスティ

アンが、「美食の街」として世界有数の観光地と

なったことに「食」の力を実感しました。「食」

の力はひとつの街を変えることができる力を秘

めていると改めて感じています。 

 

〇フランス 

研修の最後の国はフランスです。フランスで

は、セーヌ川クルーズにてコース料理をいただ

きました。「花の都」パリの有名な歴史的建造物

がゆっくりと現れる豪華な眺めと幻想的な雰囲

気を味わい何とも言い難い気持ちに浸っていま

した。 

クルーズ船が出発すると同じタイミングだっ

たでしょうか。食前酒のシャンパンの美味しさ

が忘れられないほか、魚や肉料理に合わせて白

ワイン、赤ワインと順に提供され、それぞれの

料理を美味しいワインで楽しんだ記憶が鮮明に

蘇ってきます。一口一口、声を出すほど感動し、

ここでしか食べられない幸せを感じながらの食

事でした。 

 

〇各国の食を感じて 

 前述したとおり、食文化とは、地域や時代に

おいて、食材や調理法などが一定の生活様式と

して定着したものです。各国でいただいた料理

は、どれも美味しく、私に多くの発見と感動を

与えてくれました。各国・各地域で発展した産

業により、それぞれの食文化が存在しているこ

とも理解しています。    

私も小樽市出身の両親の元で育っており、ぬ

たやにしん漬けなどの高塩分の海産物が我が家

の食卓には多く並んでいましたし、今でもそれ

らの料理はよく食べます。 

世界各国のあらゆる地域でそれぞれの食文化

がありますが共通して言えることは、食事はコ

ミュニケーションツールで楽しい会話や笑顔が

生まれることと考えています。さらに、お酒は

その土地の食事をさらに美味しく力があります。

もちろん、食べ過ぎ飲みすぎは体に良くないこ

とを前提としてですが。さあ、今日も楽しく飲

んで美味しく食べましょう。 

 

 

【おわりに】 

 団結式を含めた10日間の研修もあっという間

に過ぎ、帰国して数日間は研修の余韻に浸って

いました。現地で見て・話して・食べて・実際

に肌で感じた歴史や文化は、自身の見識が広がっ

ただけではなく、この経験をとおして以前とは

異なる視点で自分のまちを感じることができた

と思います。 

 本研修を最後までサポートしていただいた小

磯先生をはじめ市町村振興協会の皆様、添乗員

の畠山様、10日間を日夜ともに過ごした団員

の方々、そして貴重な機会を与えてくださった

町長をはじめ職場の方々に心から感謝を申し上

げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サン セバスティアンでのディナー】 
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外国派遣研修に参加して 

 

鷹栖町 松 木 幸 枝 

 

【はじめに】 

 コロナ禍を経て、2019年を最後に中止となっ

ていた外国派遣研修がついに復活となると聞き、

ようやく様々な事業が動き出してきたのだなと

他人事のように聞いていたのが、確か2022年の

ことでした。 

 それもそのはず、まだその時は教育委員会に

所属しており、当時の同僚に次の外国派遣に推

薦されたと聞いた立場だったので、まさかその

２年後に自分が派遣されるとは、夢にも思って

いなかったのです。 

 晴天の霹靂のごとく、2023年の６月に税務課

へ職場異動となり、目まぐるしく１年を過ごし

た2024年の６月に、以前決まっていた同僚がど

うしても仕事の都合がつかないため、代わりに

行かないかと副町長からお話を頂きました。 

夫も2016年にこの研修に参加させていただい

ていて、いつかは自分も参加してみたいとは思っ

ていたものの、異動してまだ１年、小学生の娘

もまだまだお母さん子で、いろいろな思いがよ

ぎりましたが、課長や夫の後押しもあり、ほぼ

即答で受けさせていただきました。 

 

【事前準備】 

 良いことなのか悪いことなのか「Youtube」を

見ますと大抵の事前予習ができました。 

 特に現在はロシア上空を飛行することができ

ないため、フランクフルトへは14時間50分の

フライトなので、いかに機内で快適に過ごすか

が重要となり、機内持込手荷物の内容や機内の

服装、過ごし方など細かく動画をチェックして

いました。 

 また、ドイツ、スペイン、フランスのお店な

どの決済方法を確認し、両替手数料も考慮して

今回はトラベレックスで10ユーロ分を５ユーロ

だけ紙幣、残りを硬貨２ユーロ２枚１ユーロ１

枚に両替、あと 10 ユーロ分は知人がたまたま

持っていた硬貨に交換してくれたので、合計20

ユーロ分だけ現金で持参し、あとはデビットカー

ド１枚とクレジットカード３枚持参しました。

結果大正解！毎日のチップに１ユーロずつと有

料トイレに50セント、あとタクシーに分乗した

時の割り勘に５ユーロ紙幣を使用したくらいで、

他の支払いはすべてカードが使用できました。

硬貨は帰国してから両替ができないため考えな

がらも少ない枚数でしたので、10セント硬貨ま

ですべてきれいに使い切ることができました。

日本と違い、どんな小さなバル（飲食店）でも

カードが使用でき、私が一番最初にヨーロッパ

で使用したお金は、ドイツのアウトバーン（高

速道路）SAトイレの１ユーロで、カードで支払

いができました。ネット銀行のデビットカード

には外国預金で事前にユーロを預金する必要が

あったため、毎日外貨取引のチャートを確認し

ながら、ぎりぎりまでユーロが安値になるのを

待って購入しました。手数料もかからないため、

ほとんどの支払いはデビットカードで行いまし

た。次回行かれる方にはお勧めです。ただ、パ

リのモノプリだけがなぜかデビットカードを使

用することができなかったため、予備に持参し

たクレジットカードで支払いができたので、ク

レジットカードも数枚は必要でした。 

 

【食を中心とした雑記】 

 今回の研修で最も楽しみにしていたのが、食

事でした。元々大のフレンチ、イタリアン好き

で、毎日でも良いと豪語しており、前世はヨー

ロッパ人なのではとさえ思っているくらい（笑）

で本当に楽しみにしていました。団結式の食事

からすでにイタリアンで、他の団員の方は日本

食がいいな・・・と言っておられた方もいまし

たが、私は嬉しかったです。またANAの機内食

も大変美味しく２回出る食事も洋食を選択し、

無事ドイツへ到着。すぐにバスでフランクフル

トからフライブルグへ。この日の夕食はなんと

添乗員さんのご厚意でドイツの美味しい日本食

屋さんのお弁当でした。思いかけず日本食が食

べられたので、全員大喜びでした。 

翌日の昼食はイタリアンでしたが、夜はてん

こ盛のソーセージやザワークラウト、お肉など

のドイツ料理で、ひとり一皿頼まなければなら

なかったらしく、相当な量の食事がテーブルに

並び本当に大変でした。また致死量かと思うく

らいの塩分のソーセージで、まだ行程前半なの

に無理して食べた団員もいて、体調不良のきっ

かけにもなったのかもしれません。私も食べる

方だと思っていたのですがとても全部食べ切る

ことはできませんでした。 

翌日ハイデルベルク城での昼食は名物の大き

なラビオリのような餃子のような肉料理で、肉

を食べるのを禁じられていた修道女が皮で肉を

包んで隠して食べたという逸話がある料理でし
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た。ドイツらしい城下町のレストランで古い楽

器が飾られた可愛らしいお店でしたがここもや

はり大盛りで、美味しかったのですが苦労しま

した。この日のフランクフルト空港からビルバ

オの空路が過酷でホテル到着は 24 時近くにな

り、体調を崩された方も多かったです。私は班

長と空港で夕食を取ったのですが、二人でシェ

アして何とか食べられる量でドイツは本当に量

が多いのだなと実感しました。 

ビルバオでは現地ガイドの寺本さんがバスク

地方の伝統的なレストランを昼食と夕食に予約

してくださっていて、まさかの肉料理が丸被り

で面白かったです。それにしてもやはり量が多

い！！連日の暴飲暴食で胃腸が疲れてきている

中での連続ステーキ！さらにデザート！！思い

出しながら書いている日本での今はあの時残し

てしまった料理をとても食べたいのですが、そ

の時の私は食べきることはできませんでした（涙） 

翌日のゲルニカでの昼食はビスクスープで魚

介の濃い味付けのスープがメインでした。昼間

にワインを片手に語らう高齢の方々で大賑わい

の大変込み合ったレストランでのランチでした。

その夜はサン セバスティアンのセレブが夏のバ

カンスで利用しているホテルに隣接したレスト

ランで、ちょうどシーズンが終わり休業に入っ

たばかりのところをガイドの寺本さんの力で開

けてもらったようで、支配人らしき方が私たち

のためだけに貸し切り状態でサーブしてくださっ

た、本当に素敵なレストランで、バスクの伝統

的な料理だけどもフレンチに仕上げたような一

品一品がとても上品なスタイルでした。それで

も直前までの食事でいっぱいのお腹にはなかな

か入っていきませんでした。 

そのレストランでガイドの寺本さんとお話が

できた中で、たくさん料理が出てきて食べきれ

ない罪悪感があるとお伝えしたところ、ヨーロッ

パは特にパンなどは、食べ残しはきちんと家畜

に行くルートがあるので、全く問題ないとおっ

しゃっており、そこからは少し安心して残すこ

とができました。また、次の日に向かうバル巡

りでは、ピンチョスという小さめのバケットを

小皿のように見立て、上に生ハムやオリーブ、

青唐辛子の酢漬けといったおつまみを長いピッ

グで止めた軽食とチャコリというバスク地方の

伝統的な微発砲白ワインを少しずつ楽しむため

にも、バケットは食べない！という攻略方法を

伺いました。 

 翌日はビルバオ市内で研修後またたっぷりと

時間をかけたランチで、またもや骨付きの大き

なお肉！お腹いっぱいで食べ終わったのが午後

３時。いったんホテルに戻り、再集合したのが

午後５時。全くお腹がすかないまま、各自班ご

とに自由なバル巡りへと放たれたのでした。 

 ５軒ははしごしようと自宅で予習していたバ

ル巡りでしたが、班長と回れたのは２軒が精一

杯で、それでも何とかチャコリと名物のウニや

ししとうのような野菜のピンチョスは食べるこ

とができました。 

 翌日はフランス行きのTGVという新幹線のよ

うな高速鉄道の車内で大きなバケットサンド

イッチをシェアして食べました。これだけお腹

がいっぱいと言っておきながらも、食べないと

いう選択肢はなぜか無い私でした。 

 その日の夜は最も楽しみにしていたセーヌ川

クルージング。夜景を見ながらのフレンチのコー

スをいただきました。残念ながら大雨で水位が

上昇し、行程を全部回ることができなかったよ

うですが、パリオリンピックでも見た景色が実

際に目の前にあり本当に感動しました。フレン

チ好きと豪語しながらも、今まで避けて通って

きたエスカルゴもすっと食し、お皿ごとに違う

ワインをサーブされ、夢のような時間でした。 

 

【おわりに】 

 できるだけ、次に行かれる方の参考になるよ

うな記載にしようと考えていたのですが、個人

的な食事日記になってしまいました。ただ今回

の研修は「食」も大切なテーマとなっていまし

たので、あえて書き残すことにしました。 

 今回の研修に行かせていただくために携わっ

たすべての方々に感謝申し上げ、筆を擱きます。 

 

 

【セーヌ川クルーズディナーをみなさんと】 
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外国派遣研修に参加して 

長

東神楽町 小 林 大 介 

【はじめに】 

 最初、この外国派遣研修に声をかけていただ

いたとき、今まで国内外様々な地域へ研修や出

張をさせていただいているため、私でいいのか？

と参加について一瞬迷いました。しかしながら、

その迷いも一瞬だけで「行きます」と即答した

のが今回の研修のはじまりです。プライベート

において、海外旅行や各地へ旅行し、現地の日

常生活や様々な体験、経験をすることが好きで

ある私にとってこの海外派遣研修は、未だかつ

て行ったことのないヨーロッパの地で研修を受

けられることは、必ず仕事のみならず人生の経

験において見聞を広める絶好の機会になると感

じていました。 

 

【いざ、ヨーロッパへ】 

 ８月の事前研修に参加し、研修の意義や心得、

各班の役割分担などを確認し、夜の交流会では

参加された皆と和気あいあいの中での交流を経

て、当日を迎えました。 

 事前研修から久しぶりに参加者の皆さんと東

京で合流し、団結式も絶好調に盛り上がりいよ

いよ出発当日の朝、ホテルのロビーに集合する

も班員が一人見当たりません。体調でも悪くなっ

たのか？班長を仰せつかった私は不安に思いつ

つも添乗員さんが部屋へ確認に行き、その後現

れほっと一安心。前日の団結式の後も団結を深

めすぎたようでした。そんなこんなで早速思い

出もでき、羽田空港からヨーロッパへ向けてい

ざ出発！行きの機内では空席もあり、飲んだり

食べたりとリラックスしながら長時間のフライ

トを経て予定時間より早くフランクフルト空港

へ到着しました。 

 

【時差ボケとの戦いだったドイツ】 

フランクフルト到着後、空港からさらにバス

で３時間ほどかけ目的地のフライブルグへ。ホ

テル到着後は長時間の移動もあり、軽く一杯飲

んで寝るつもりでしたが、疲れと興奮と時差ボ

ケでなかなか寝付けず、悶々とした朝を迎えま

した。 

 バート クロツィンゲンでの研修は主にシュ

タットベルケという日本にはない組織と公共交

通について学びました。シュタットベルケは、

地方自治体が主体となって電気の供給や水道、

温水プール、公共交通など幅広い行政サービス

を提供する事業経営体です。日本で水道や公共

交通は利益の出る事業ではないと思いますが、

シュタットベルケは様々な公共サービスを提供

することで黒字部門が赤字部門を補いつつ利益

を上げているとのこと。しかも、バート クロツィ

ンゲンのシュタットベルケは部門ごとの専任職

員も少なくどのように仕事をされているのか大

変興味深いものでした。 

 公共交通では市民バス協会の会長さんから説

明を受け、この協会には100名以上のボランティ

アが所属しており、バスの運転はボランティア、

維持管理は市が管理しているとのこと。それぞ

れがしっかりと役割分担されています。会長さ

ん曰く、「ボランティアとして活動しているので

細かく、厳しいルールであれば楽しみがなくな

る。それが市民バスの特徴ではないか」との言

葉どおり、後にコミュニティバスに乗車しまし

たが、運転手さんも生きがいをもって活動され

ている姿に日本人との考え方の違いを感じまし

た。この運転手さんはリタイア後ボランティア

で運転されているとは思えないほど、細く曲が

りくねった道を勢いよく走っていたのが印象的

でした。お金だけではなく、生きがいややりが

いを通して社会に貢献する姿を見て、心の豊か

さを感じました。 

 この他にも、環境住宅地のヴォーバン地区を

はじめ街中を見学し歩き感じたことは、随所に

日本では見られない工夫があったり、市民が中

心となる活動があったりとまちづくりの意識や

環境に対する意識の高さを感じる研修となりま

した。 

 食事は外国あるあるの何せ量が多い。塩味強

め。だからビールが進むのかな？と思いながら

も何一つ完食することはできませんでした。 

 翌日はバスにてハイデルベルグへ。ハイデル

ベルグでは城を見学し、初めて見るヨーロッパ

の城やそこから見る景色はまるでテーマパーク

にいるような夢のような風景でした。 

 

【美味しかったスペイン】 

 ハイデルベルグを見学したのち、今度は空路

でスペインのビルバオへ向けて出発。これまた

深夜の到着だったことや疲れもありようやく爆

睡できるかと思いきや、深夜２時頃には目が覚

めそこからなかなか寝付けず、また悶々とした

朝を迎えます。ちょうどその頃、皆の疲れもピー

クに達していたのか、食べたものが悪かったの
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か体調不良の人が続出しましたが、自分は何と

か体調を維持し、ビルバオの街を見学すること

ができました。印象だったのは、芸術的センス

が全くない私でも見入ってしまったグッゲンハ

イム美術館です。美術館には多くの近現代美術

の作品が展示され、作品のすばらしさがよくわ

からないながらも見ているだけで引き込まれる

ものがあり、あっという間の時間でした。家に

飾った美術館で購入した絵画を見るたびに思い

出に浸りニヤニヤしています。 

 ビルバオでの公式訪問は、ビルバオ市のビル

バオツーリストオフィスでした。そこではビル

バオの観光に対する取り組みを学びました。ス

ペインと言えばバルセロナやマドリードの都市

や地中海など思い浮かぶ方も多いと思いますが、

北部に位置するビルバオは文化や言語も違うと

のことで独自の文化をもち発展を遂げています。

この研修で担当者の方は、「観光においてビルバ

オは成長中の思春期である」との説明が印象的

で、自分たちの立ち位置をしっかりと把握し、

何をどこにむけて発信するのか、国や地域ごと

に分けた観光戦略を行っていることに感心しま

した。 

 公式訪問後はバスにてサン セバスティアン市

へ移動し、ホテル到着後、少しの休憩をはさみ

夕食会場へ。途中歩いたコンチャ湾の夕日と海

岸沿いの街並みはしびれる程美しく、自分がこ

こにいるのが申し訳ないくらいでした。 

 翌日のサン セバスティアン市への公式訪問で

は観光政策について学びました。サン セバスティ

アン市は人口約19万人であるものの、食や文化、

スポーツなどで多くの観光客を誘客しており、

都市圏では毎日43万人が出入りしているとのこ

と。また、まちの地形上、高地と低地があり、

住民は半々くらいの割合でそこに住んでいると

のことです。そのため、まちには高地と低地を

つなぐオートスロープを設置されており、現在

では地下鉄も整備しているとのことでした。 

 観光が盛り上がり国際的な都市となったこと

で観光に対する投資ができるようになった一方

で、住民と観光客の間での不和や物価の上昇が

マイナス面だと話されていたことは、どの観光

地においてもあり得ることなのだと感じたとこ

ろです。 

 ビルバオ市でも、サン セバスティアン市でも

観光客が多くなると人流も増えることから両市

で学んだことは、公共交通や道路などのインフ

ラ整備を進めつつ、併せて環境対策や人に優し

いまちづくりを住民とともに取り組んでいるこ

とです。住民も自分たちが住んでいるまちだか

らこそしっかりと意見を出し、まちづくりに参

加しているということを実感しました。また、

環境に対する取り組みでは、ＥＵが補助金を出

してくれることも日本では考えられないことと

驚いたところです。 

 このほか、スペインではバル街で食べ飲み歩

き、サッカーの名門レアル・ソシエダのホーム、

レアル・アレーナのショップで買い物をしたり

などを体験できたことは印象深いものでした。 

 

【ボンジュール フランス】 

いよいよ今回最後の研修の地、フランス・パ

リへ。スペインからはバスで国境を超えるとい

う初めての体験をしましたが、どこで国境を越

えたのかまったく実感のないままフランス・ア

ンダイエ駅から高速鉄道ＴＧＶに乗りました。

ＴＧＶは席が回転しないらしく、４時間超を後

ろ向きで進行するというこれまた日本では経験

したことがない体験です。 

パリでは公式訪問もなく、滞在時間も短かっ

たですが、雨で増水したセーヌ川クルーズや初

めて訪れるルーブル美術館などは、何もかもが

非日常的で密かに興奮しました。 

 

【おわりに】 

今回の海外研修は、普段のノープランの海外

旅行と違い身の引き締まる思いで参加させてい

ただきました。３カ国を訪れ、公式訪問では現

地の担当者のお話を直に聞くことができ、また

熱い思いをもって楽しみながら取り組まれてい

る姿に感銘を受けました。この研修では海外の

現地視察も大変勉強になりましたが、短期間で

も研修をとおして時間を共にした新しい仲間が

できたことも大きな収穫だったと思います。 

また、帰国後直ぐに新型コロナウイルスに罹

患し、予定より１週間出勤が遅くなったのも今

となっては思い出の一つです。 

最後に、北海道市町村振興協会の皆様をはじ

めサポートいただいた皆様、団員の皆様と職場

の皆様に感謝申し上げます。ありがとうござい

ました。 
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外国派遣研修に参加して 

 

       中富良野町 五十嵐 宥 人 

 

【はじめに】 

外国に対して苦手意識がありましたが、ふと

「行ってみたい」という気持ちが強く湧き上が

り立候補しました。ただ、1歳のやんちゃな息子

がいる中で、10日間以上も家を空けるのはどう

だろうと心配しながら妻に相談すると、「いい

よ！こんなチャンスは滅多にないし、行けるな

らラッキーだね」と即答で背中を押してくれま

した。その言葉に背中を押され、参加できるこ

とになりました。とはいえ、出発日が近づくに

つれて不安になり、胃痛がするほどでした。そ

れでも、研修が始まると、新しい発見や学びに

夢中になり、少しずつ不安が和らいでいきまし

た。帰国する頃には、「もう一度行きたい」と思

えるくらい自信がつきました。 

今回、参加するチャンスをくれた家族や職場

の皆さんに本当に感謝しています。この経験は、

自分の中で大きな一歩になりました。 

 

【ニッポン（１日目）】 

職場に挨拶を済ませ、期待と不安が入り混じ

る中、いよいよ旅がスタート。旭川空港で、２

班全員が集合し羽田空港へ。 空港に到着してか

らは、現地通貨のユーロに両替をしましたが、

10,000 円で約 60 ユーロ。すごく減った気がし

ました。 出発式では、参加者全員と再会し、「始

まるんだな」という実感が湧いてきました。 

出国日の朝には思いがけないトラブルが発生

しましたが、なんとか国際線に間に合ってホッ

としました。 これから始まる長時間の空の旅に

「退屈するかもな」という気持ちと、「どんな旅

になるんだろう」という期待が入り混じりなが

ら飛行機に乗り込みました。 

 

【ドイツ（２日目～４日目）】 

午前に出発し約13時間のフライト。現地は夕

方、だけど体感的にはすでに夜中。これが時差

ボケの始まりかと実感しました。 

フランクフルト空港周辺は、想像していたほ

ど海外感がなく、なんだか外国人の多い日本み

たいな雰囲気。ただ、所々で「ここは外国だな」

と感じる瞬間がありました。たとえば、自動販

売機に並ぶ500mlのコーラが３ユーロちょっと。

日本円にすると約500円。それから、フライブ

ルグへ向かうバスから見える景色は電柱がなく、

建物の壁にはアートのような落書きがいっぱい。

そして、ほとんどの車がデイライトを点けて走っ

ていて、しかもベンツが普通にゴロゴロしてい

るのが印象的でした。途中で寄ったサービスエ

リアでは、トイレがまさかの有料。硬貨を持っ

ていなかったので両替しようとしたら、閉店間

際だったせいか商品の購入すら断られる始末。

こんなところにも、日本との違いを感じました。 

３日目の公式訪問では、バート クロツィンゲ

ンでシュタットベルケや地域交通について学び

ました。研修後、実際に市民バスに試乗させて

もらいました。これがなんと、ドライバー全員

がボランティアだと聞いてビックリ！しかも、

多くのドライバーさんが年金暮らしの高齢者で、

「国のために役立ちたい」「これまでお世話に

なった恩返しがしたい」という気持ちで運転を

引き受けていると知り、本当に感動しました。 

４日目、ハイデルベルグは観光地でもありな

がら、なんと大学の敷地だそうで、大学がこん

なテーマパークみたいな場所にあるなんて、

ちょっと羨ましくなりました。 どこを切り取っ

ても絵になる風景ばかりで、写真を撮るたびに

写真上手くなったと錯覚しそうでした。観光客

に人気のスポットもたくさんあって、触ると幸

福になれる猿の像や、子宝に恵まれるという門

など、パワースポットも満載。ここで食べたク

レープは、日本でよく見る三角形じゃなくて、

まさかの四角形。そして中身はチョコたっぷり

の激甘仕様！甘党にはたまらない一品でした。 

 

【ハイデルベルグ城で記念撮影】 

 

【スペイン（５日目～７日目）】 

ドイツからビルバオに移動した夜、慣れない

外国での活動に疲れ切って、ホテルに着くころ

には体調が「最悪」。疲れと車酔いで調子が悪い

だけだろうと、「寝れば治る！」と思ってベッド

に飛び込んだものの、数時間後には急な腹痛、

吐き気、そして倦怠感に襲われました。ベッド
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とトイレを往復していたら、そのまま５日目の

朝に。悔しくも事務局に体調不良を伝えると、

なんと他にも同じ症状の人が数人。原因は不明

だけど、何かに当たったんだろうなぁと…。た

だ、悔しいだけじゃなく、嬉しいこともありま

した。参加メンバーの皆さんから薬を分けても

らったり、お見舞いに食べ物をいただいたりと、

とても助けられました。知らない土地で体調を

崩すのは本当に辛いけど、その優しさが心に染

みました。この場を借りて、本当にありがとう

ございました。 

６日目の朝には、なんとか「不調」くらいま

で回復し、公式訪問には参加することができま

した。ビルバオ市役所は元々ホテルだったそう

で、街中の建物に紛れてありました。ビルバオ

で印象的だったのは、市のマーケティング力の

高さと、バスク文化への思い。自分たちの魅力

や課題、ターゲット層をしっかり絞り込んでい

て本当に感心しました。また、国をあげてバス

ク文化を守っているらしく、学校はスペイン語

ではなくバスク語で授業をしているのだとか。 

そのまま美食の街サン セバスティアンへ。ミ

シュラン星付きレストランがたくさんあると聞

いて、期待が膨らみます。海もあって景色は抜

群に綺麗。不思議と見ているだけで気分がどん

どん良くなりました。その日のコース料理は、

さすが美食の街と言われるだけあって絶品。店

員さんもとても上品で、しかもサービス精神たっ

ぷり。おかげで最高の1日になりました。 ただ、

料理と料理の間隔が長くて、待っているうちに

満腹中枢が刺激されちゃったのか、次のお皿が

来るころにはお腹がいっぱいで食べるのがやっ

と。それでも「食を楽しむ文化」というものに

触れた気がしました。 

７日目には体調も回復し、公式訪問で訪れた

サン セバスティアンの市庁舎は元カジノを改装

しているらしく、議場はまさにそれでした。サ

ン セバスティアンが「ワンランク上の観光地」

を売りにしていると聞きましたが、実際に街を

歩いてみるとその言葉の意味がよく分かりまし

た。立地、街並み、食文化、そしてイベントの

多さ。「ここならでは」の魅力が溢れていました。 

ここで、日本では考えられないような文化を

知りました。それは、バルで出たゴミを机の下

に捨てるという習慣です。一見、不衛生に思え

るこの行為ですが、実は「ゴミが落ちているほ

ど多くの人が訪れている」という人気店の証と

されているそうです。その文化に従い、私もゴ

ミを机の下に捨ててみましたが、やはり罪悪感

でいっぱいになりました。 

 

【フランス（８日目～９日目）】 

８日目、公式訪問もすべて終了し、高速鉄道

でいよいよパリへ向かいました。車内は２階建

てで、なんと食堂車までありました。 

パリに着いて最初に目に飛び込んできたのは、

マシンガンみたいな銃を抱えた警官らしき人た

ち。事前研修で「治安が良くない」とは聞いて

いたけど、実際に目にするとかなり衝撃的で、

自然と鞄を体の前に抱え込むように歩いてしま

いました。観光名所が多いパリでは、凱旋門や

エッフェル塔、オリンピックの跡地を見られる

のを楽しみにしていたけれど、あいにくの雨で

バスツアーに変更。それでも、北海道とは違う

風景に目を奪われました。 

自由時間には、せっかくのパリだから雨なん

て気にせず、数名でシャンゼリゼ通りに行きま

した。ルイ・ヴィトン本店やカルティエといっ

た有名ブランドの店がずらりと並び、普段なら

絶対に入らないような高級路面店にも入って、

店内を物色。ちょっとだけセレブ気分を味わい

ました。 

夜はセーヌ川クルーズに参加。これがもう大

満足。料理もショーも素晴らしく、最高のひと

ときでした。一部のルートは連日の大雨で通れ

なかったらしいけど、そんなことも全然気にな

らないくらい楽しかったです。ちなみに、次回

使える割引券をもらったけど、果たしてその「次

回」は訪れるのか？ 

最終日はヴェルサイユ宮殿に行きました。宮

殿はゴージャスで、圧倒されっぱなし。唯一知っ

ていたマリー・アントワネットの寝室も見学し

ましたが…豪華すぎて逆に寝にくそう。ガイド

さんの説明がとにかく詳しくて、まるで歴史の

授業を受けているような気分になりました。 

 

【おわりに】 

外国での食事は、とにかく味が濃くてとても

日本の食事が恋しくなりました。外国の良さも

しれましたが、同時に日本の良さも感じられる

研修になりました。不安だった外国も、行って

みればあっという間に過ぎ、見た目や文化、言

語の違いはあるものの優しい人が多く、また訪

れたいと思いながら帰国しました。貴重な経験

と知識を得ることができ、この研修に参加して

本当に良かったと感じています。 
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外国派遣研修に参加して 

     

       中頓別町 齋 藤 翔 太 

 

【はじめに】 

上司から呼び出され、嫌な予感がしていると、

「外国派遣研修に参加してみないか？」という

話で的中でした。「飛行機は苦手だから長時間の

フライトは無理だ。復命書も面倒くさい。」と思

いましたが、中頓別町からは一度も参加したこ

とがない中、声をかけていただいていることを

光栄に思い、その場で「行きます！」と即答し

てしまいました。その日、帰宅してすぐに妻に

報告すると、意外にも快く承諾してくれました。 

 

【出国まで】 

 事前研修会が行われ、外国派遣研修を共にす

る仲間が初顔合わせということで、人見知りの

私は朝食、昼食が喉を通らないほど緊張してい

ましたが、親しみやすい仲間が集まっていて、

すぐに打ち解けることができました。 

出国前日は東京のホテルへ各自で集合でした。

自宅を出発する時に娘２人が「行かないで！」

と泣きながらしがみ付いてくるので困りました

が、お土産をたくさん買ってくることを条件に

解放されました。ホテル到着後はホテル内での

団結式やホテル周辺での２次会で、さらに交流

を深めることができました。 

そして翌日、いよいよドイツへ向かう朝、私

は寝坊という大失態をやらかしてしまいます。

羽田空港への出発時間は７時、私が起きた（事

務局からの着信に気付いた）のは６時55分、「終

わった．．．。」と思いました。５分でスーツケー

スに荷物を詰め込んで、寝ぐせのままバスへ乗

り込み、大謝罪をしました。みんな笑って許し

てくれて、感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

【ドイツ】 

 14時間ほどのフライトのほとんどを寝て過ご

すと、あっという間にドイツのフランクフルト

空港へ到着しました。空港を出発し、フライブ

ルグ市のホテルへ到着したのは深夜でした。み

んなはホテルのバーで早速ドイツビールを嗜む

中、私は寝坊を深く反省していたので、部屋へ

入室してすぐにシャワーをし、そのまま就寝し

ました。機内をほとんど寝て過ごしたので、１

時間ほどで目が覚め、それから眠ることができ

ず、何を言っているのかわからないテレビや

youtubeを見ていると朝を迎えました。出発時間

通りに来た私に対して、みんなは「今日はちゃ

んと起きれたんだね。」と言うので、「これが本

来の姿です！」とドヤ顔で返したのを覚えてい

ます。 

ハイデルベルグ市では、ハイデルベルグ城を

視察しました。戦争による破壊と落雷による焼

失の跡が残っており、その廃墟感から当時の悲

惨さを痛感しました。城から下る途中に見えた

家の屋根の上でギターを弾くお兄さんの姿は忘

れられません。 

外国での楽しみの一つである食事ですが、ド

イツ料理は肉料理が多く、しょっぱすぎるかすっ

ぱすぎるかのどちらかに全振りしていてほとん

ど食べることができませんでした。ビールは美

味しいですが、驚くほどの美味しさではありま

せんでした。ただ、ワインはとても美味しかっ

たです。ドイツにワインのイメージはありませ

んでしたが、バーデン・ヴュルテンベルク州で

はワインの生産も盛んに行われているそうです。

ドイツではワインを主食に過ごしましたが、こ

れはこれで最高でした。 

 

【スペイン】 

 ビルバオ市では、ビルバオ港までのボートツ

アーを体験しました。NHKの教育番組「ピタゴラ

スイッチ」の「そこで橋は考えた」で紹介され

ている世界遺産「ビスカヤ橋」の下を通りまし

た。実際にゴンドラが動いているところを見る

ことができず残念でしたが、娘たちとよく見て

いたので感激しました。また、グッケンハイム

美術館を視察しました。館内を各自で見て回り、

集合時間までにロビーに戻るというものでした

が、芸術の良さが理解できないので、少し見て

から外へ出てぶらぶらしていると、近くに「ア

スレティック・ビルバオ」のオフィシャルショッ

プを発見しました。ユニフォームを購入し、す

ぐに着用して館内のロビーへ戻り、みんなに披

露しました。みんな笑ってくれましたが、一時

の笑いのための出費としては少し痛かったです。

「公式訪問でユニフォームを着て行ったら絶対

に喜ぶよ。」と言われ、半信半疑で着用して訪問

すると、本当に大喜びしてくれて、場の雰囲気

も良くなったように感じたので、これはおすす

めです。 

ゲルニカでは、ピカソの「ゲルニカ」という

壁画を見ました。この作品は一般市民が無差別

爆撃を受けた様子を描いたものだそうです。よ

39



 

 

 
研修参加者見聞録   

くわかりませんでしたが、有名な画家の作品を

見ることができて感動しました。また、ゲルニ

カのレストランで私の胃袋が覚醒しました。メ

ニューはサラダ、魚介のスープ、肉料理でした。

これまで料理をほとんど食べることができなかっ

た私ですが、味付けがちょうど良く、まさかの

完食でした。この時、外国に来て初めて料理が

美味しいと思いました。 

サンセバスチャン市では、ラ・コンチャ海岸

周辺の高級そうなレストランで夕食でした。薄

暗くなっているにも関わらず、海で泳ぐ人々に

圧巻されつつレストランへ入りました。オシャ

レで美味しい魚料理の数々で、ゲルニカ市での

昼食に続き完食でした。この時、私にはスペイ

ン料理が合うことが判明しました。 

翌日は日本人スターの一人「久保建英」が所

属するレアル・ソシエダのホームスタジアム「エ

スタディオ・アノエタ」を視察しました。スタ

ジアム内には入ることができませんでしたが、

オフィシャルショップで背番号14ＴＡＫＥをプ

リントしたユニフォームを購入しました。ビル

バオ市に続きユニフォームを購入しましたが、

私はサッカーに特に興味はありません．．．。 

旧市街での夕食は各自でバル巡りでした。一

人で行ったオイスターバルがバルデビューでし

た。ワインと共に恐る恐る生牡蠣を食べ、２件

目を探してぶらぶらしていると１班を発見した

ので合流し、賑わっているバルでサングリアと

共にピンチョスを食べました。ピンチョスは一

口サイズと聞いていましたが、やはり外国サイ

ズで全く一口サイズではありませんでした。そ

の後、生牡蠣にあたることもなく一安心でした。 

 

【フランス】 

 待ちに待ったフランスのパリ市では、ホテル

へ到着後、夕食までは自由時間でしたが、運悪

く大雨でした。しかし、私には妻から唯一頼ま

れていた香水を買うというミッションがあった

ので、雨にも負けずシャンゼリゼ通りへ向かい

ました。高級ブランド店が立ち並んでいること

と寒さに震えながらリサーチしていた「GUERLAIN

本店」へ足を踏み入れました。自宅を出る前に

妻に嗅がせられた匂いの記憶を頼りに探しまし

たが、匂いを覚えているはずもなく、一番人気

の香水を購入することに決めました。レジに行

くと325ユーロ（当時のレートで54,843円）で

した。冷汗が止まらなくなりましたが、後には

引けず購入しました。 

セーヌ川のディナークルーズでは、セレブが

食べるようなオシャレで美味しいフランス料理

やシャンパンを味わいました。そして、もう一

つのミッションです。それは、前回の報告書「イ

ケメン見聞録」に影響されたものですが、美女

と一緒に写真を撮ることです。ドイツ、スペイ

ンでは勇気がなくて行動できませんでしたが、

ついに行動に移しました。ディナーショーで歌

いながら席を回っている美女が私の後ろに来る

たび、スマホのインカメラで撮影を繰り返しま

した。それに気付いた美女が自ら写真に写って

くれました。帰りにもツーショットを撮ってく

れて、最高のディナーとなりました。 

 翌日はルーヴル美術館とヴェルサイユ宮殿を

２班に分かれて視察しました。私はヴェルサイ

ユ宮殿を希望していましたが、ＬＩＮＥあみだ

くじの結果、ルーヴル美術館組となりました。

入館直後に警戒ブザーが鳴り響き、閉鎖される

アクシデントに遭遇しましたが、結果的には「モ

ナ・リザ」や「ミロのヴィーナス」といった有

名な作品を見ることができ、感銘を受けました。 

 

【おわりに】 

 ヨーロッパの町並みは美しく、仲間にも恵ま

れ、とても充実した日々を過ごすことができ、

行く前は長いと思っていた10日間もあっという

間に終わってしまい、寂しい気持ちになるほど

でした。しかし、自宅に到着すると家族が外に

出て帰りを待ってくれていて、10日振りに会っ

た家族に癒されました。妻に購入した香水は欲

しかった匂いではなかったようですが、喜んで

使ってくれています。ただ、香水の金額は言っ

てないです。言えないです。 

 
【セーヌ川のディナークルーズにて】 
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外国派遣研修に参加して 

 

置戸町 小 里 純 平 

 

【はじめに】 

 これまで、外国派遣研修への参加を経験され

た先輩方から、外国派遣研修について前向きな

感想を聞いていたので、「いつかは自分も参加し

てみたい」という思いを持っており、私が担当

する業務と今回の研修テーマが合致することも

後押しとなり、応募することを決意しました。  

10日間も連続して日常業務から離れることは

不安で、不在の間の業務を心配していましたが、

この思いは杞憂に終わり、帰国後、改めて部下

の頼もしさを感じる機会となりました。 

 

【事前研修と準備】 

 「外国派遣研修で10日間一緒の時間を過ごす

ことになる仲間はどんな人たちだろうか。」とい

う期待と不安を胸に参加した事前研修では、海

外への渡航経験が豊富な方々が多いことに驚き、

海外へ行くのは大学時代の卒業旅行以来20年ぶ

りで、英語も辛うじて中学生1年生レベルとい

う私にとっては、楽しみよりも不安が一気に募

りました。 

 その一方で、外国派遣研修への参加が決まっ

た以降、漠然にしか研修内容を捉えられていま

せんでしたが、事前研修において講話や説明を

受けたことで、約２か月後の外国派遣研修に現

実味が帯び、自身の知見を広げたいという意欲

が強くなりました。 

 事前研修で説明があった内容を何度も確認し

ながら、荷物を準備していき、「帰りにお土産等

を入れるスペースを考え、スーツケースの半分

くらいは空けていくと良い。」との助言を忠実に

守り、極力無駄な荷物は無いように心がけてい

ました。しかし、このスーツケースに十分な空

きを作ることに重点を置いたことで、上着を持

参しないという決断をしてしまい、ドイツの寒

空の下で後悔することになるとは思いもよりま

せんでした。 

 

【ドイツ】 

 10月３日、羽田空港発ANA便によりドイツフ

ランクフルト空港へ出発しました。ロシア上空

を迂回するルートを飛行するため、所要時間は

14 時間 50 分の予定でしたが、予定よりも早い

約13時間30分でドイツに到着しました。 

空港からバスで一路フライブルグ市へ。メル

セデスベンツ製のバス、途中で立ち寄ったドラ

イブインの有料トイレ、車窓から見える風景等、

目新しいものばかりが広がる光景に自分が海外

にいることを改めて実感しながら、ホテルへ向

かいました。 

 就寝後必ず２時間おきに目が覚めるという不

思議なサイクルがこの夜から始まり、これが時

差ボケだとわかったのは、研修が終盤に差し掛

かった頃のことでした。 

 10月４日は、最初の公式訪問を行い、バート

クロツィンゲン市とフライブルグ市ヴォ―バー

ン地区を視察し、道中は鉄道やトラムに乗車し、

市民団体が運営するコミュニティバスの乗車も

体験しました。 

 バート クロツィンゲン市では、シュタットベ

ルケについて説明を受け、水道や電力事業の利

益を不採算部門である公共交通事業に回すとい

う仕組みは、自治体の運営上、非常に有効な手

法であり、日本においても地域公共サービス維

持のヒントになるのではないかと感じました。 

 また、市民団体によるコミュニティバスの運

営やヴォーバン地区の住宅地形成等といった住

みやすい町とするために住民自らが参画して作

り上げようとする姿勢にとても感銘を受け、そ

こで生活している市民の様子から生活の満足度

や、心の豊かさを感じ取ることができました。 

 秋頃のドイツの気温は北海道と同じくらいと

聞いていましたが、出発前の北海道が例年より

も温暖な気温であったことから、前述のとおり

スーツケースの空きを作るべく、上着を持って

行きませんでした。しかし、この日は雪も一瞬

ちらつく冷え込んだ日となり、寒さに我慢なら

ず、昼食後、近くの衣料品店に飛び込み、帰国

しても着ることがないであろうダウンベストを

70ユーロ（日本円：約13,000円）で購入するこ

とになってしまいました。あのとき、上着をスー

ツケースに入れておけばと、帰国後、ハンガー

に掛けっぱなしのダウンベストを見るたびに苦

い思いがこみ上げてきます。 

 

【スペイン】 

 10月５日、ドイツから空路でスペインへ。人

生で一度は訪れてみたかったスペインでしたが、

これまで私がスペインとしてイメージしていた

のはマドリード市やバルセロナ市の都市でした。

今回の公式訪問として訪れたのは、それとは異

なる北スペインに位置するビルバオ市とサン セ
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バスティアン市。これまで両都市ともに地名は

聞いたことはありましたが、深くは知らず、イ

ンターネット等で調べて本研修に参加しました。 

 ビルバオ市庁舎への公式訪問によって、まさ

に私のように、多くの観光客がスペインといえ

ばマドリード市やバルセロナ市が連想され、ビ

ルバオ市が観光訪問先として選ばれない現状が

あることがわかりました。しかし、ビルバオ市

では、マドリード市やバルセロナ市を「熟した

大人」、ビルバオ市のことを「思春期」と表現し、

自分たちの地域のポテンシャルを信じ、マーケ

ティング分析をする中で成長させていこうとい

う熱意がとても印象的でした。情熱をもって、

自分たちの街をより良くしていこうという姿勢

は、同じ自治体で働く者として、大いに学ぶべ

き点であったと思っています。 

 サン セバスティアン市においても、人口が約

19万人の規模であるにも関わらず、年間約100

万人の観光客が訪れている背景には、長期的な

視点を持ち、戦略的に取り組んできた結果、世

界有数の美食の街として近年注目を集めるよう

になりました。スケールは違うものの、まちづ

くりにおいて、とても参考となるものでした。 

 ビルバオ市、サン セバスティアン市ともに、

バスク地方の自地域に誇りを持ち、たゆまぬ努

力によって、観光地としての現在の立ち位置を

確立していることに、敬意を感じずにはいられ

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サンセバスチャンの夕景と団員】 

 

【フランス】 

 10月９日、研修も残すところあと２日間。エッ

フェル塔や凱旋門、シャンゼリゼ通りなど、２

か月前にパリ五輪の舞台となり、テレビで見て

いた各名所に自分が立つことになるとは、思い

もよりませんでした。 

 フランスでは、公式訪問はなく、ヴェルサイ

ユ宮殿をグループ視察し、そのスケールの大き

さと華美な造りに驚き、日本とは歴史も文化も

大きく異なることを直接見て、感じ取ることが

できたことは、とても有意義な時間となりまし

た。 

 

【帰国】 

 10月11日、フランス、シャルル・ド・ゴール

空港を出発し、羽田空港への帰路につきました。 

 今回の研修で本当に残念なのが、シャルル・

ド・ゴール空港に向かう３時間前あたりから、

腹痛と吐き気に襲われ、体調が絶不調のまま帰

国したことです。帰りの機内では、研修の終わ

りを惜しみながら帰国をするといったプランは

大きく崩れ、体感的には丸一日は乗っていたの

ではないかと思うくらい日本が遠く感じました。

ただひたすらに「早く日本に着いてくれ」と願

いながら、機内で耐え忍んでいました。 

 さらに、帰国後、羽田に後泊となる参加メン

バー達と安着祝いをしようと話していたのです

が、その宴席に参加することもできず、ホテル

で寝込んでいたことは、かなり大きな心残りと

なっています。 

 

【おわりに】 

 今回の外国派遣研修において、建造物や街並

み等から感じさせられるヨーロッパの長い歴史

に触れ、日本とは全く違う価値観や文化を学ぶ

ことができました。 

事前研修において、柏木団長より「現地の文

化や習慣を受入れ、違いを楽しむ。」という心構

えをお聞きし、その点を実践しようと研修に臨

みました。研修を終えた今、その国や地域の歴

史や文化などを事前にもっと徹底的に調べて勉

強していけば、違った視点からも感じることが

でき、より深く理解することができたのではな

いだろうかと思っています。 

３か所の公式訪問先に共通して感じたことは、

まちづくりに対する情熱です。視察の際は、そ

の自治体の熱意が伝わり、住民も自分たちの住

む地域に誇りを持っている様子が感じられまし

た。外国研修から私自身も改めて自分の仕事に

やりがいを感じ、誇りやプライドを持って自治

体職員として働いていく決意をしているところ

です。 

 最後に、本研修に参加されました皆様、快く

研修に送り出していただいた職場の方々に心か

ら感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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外国派遣研修を終えて 

 

池田町 塚 田 玲 央 

 

【はじめに】 

 副町長からお声がけいただき、外国派遣研修

への参加を決めました。「ゼロカーボン」や「公

共交通」に関連する業務を担当していたことか

ら、「環境・エネルギー政策」「交通政策」「観光

政策」をテーマに、各国の先進的な取り組みを

直接学べるこの研修は、担当職員としても、ま

た個人の人生経験としても、大変意義深いもの

になると確信しました。 

初めてのヨーロッパということで不安と期待

が入り混じる中、研修準備に取り組みました。 

 

【ドイツ・フライブルグ市】 

日本を出発し、北極圏を経由する空路でフラ

ンクフルト市に到着。その後バスでフライブル

グ市へ移動しました。翌日、公式訪問先へ向か

う途中、駅のホームには自転車を押して昇り降

りできる溝が設置されており、電車内にも自転

車を持ち込める設計が施されていました。こう

した自転車と公共交通が市民生活に深く根付い

ている様子が印象的でした。 

公式訪問先では、小規模自治体が所有し運営

する公営企業「シュタットベルケ」の役割や業

務内容、そして公共交通政策について学びまし

た。視察した「Bad Krozingen Stadtwerke」で

は、水道、電力、ガス、公共交通といった市民

生活の基盤を担う事業を手掛けており、その中

でも再生可能エネルギーの活用や地域交通の整

備に特に力を入れています。また、市の監督の

もと独立した会計で運営されており、公共性と

経済性の両立を実現している点が特徴的です。 

その後、ヴォーバン地区の環境先進住宅地を

視察しました。この地区は、再生可能エネルギー

の積極的な活用に加え、住民の環境意識を高め

るためのさまざまな取り組みが展開されていま

す。例えば、住宅地全体のデザインには、自然

環境との共存が強く意識されており、敷地内の

至るところに緑化された空間が組み込まれてい

ます。建物の壁面や屋上にまで緑化が施されて

いるだけでなく、路面電車の線路には植生を活

用した防音・防振対策が行われており、都市機

能と自然環境が見事に調和している様子が見受

けられました。 

さらに、住宅地内では車両の通行を制限し、

駐車場を設けない「カーフリー」の設計が採用

されています。このことで、住民は公共交通機

関の利用を自然と促され、結果として公共交通

の利用者増加による収益性向上と、利便性の向

上が同時に達成されています。また、車の侵入

が減ったことで、住宅地内の道が子どもたちの

遊び場や住民同士が交流する空間としての新た

な役割を果たしており、住民生活の質の向上に

も寄与しています。こうした環境・交通政策の

先進的な取り組みは、まさに持続可能な都市の

理想像を体現していると感じました。 

 

【ヴォーバン地区の環境先進住宅地～】 

 

【ドイツ・ハイデルベルグ市】 

 ハイデルベルグ市は、歴史的な建造物が丁寧

に保存され、統一感のある美しい街並みが広がっ

ています。観光客も多く、活気にあふれた街で、

通りには土産物店やカフェが並び、賑やかな雰

囲気が印象的でした。 

訪れたハイデルベルグ城では、歴史の重みを

感じさせる建物や展示品に触れることができま

した。特に世界最大級と言われる巨大なワイン

樽を目にし、その圧倒的なスケールに驚かされ

ました。この樽は、かつて水よりも安全とされ

たワインが大量に消費されていた時代を象徴す

るもので、歴史の一端を垣間見る貴重な体験と

なりました。池田町で使用している樽とは比べ

物にならない規模で、その存在感に圧倒されま

した。 

城内を一通り見学した後、展望台に立ち寄り、

街全体を一望しました。ネッカー川に沿って広

がる街並みと背後の山々の調和が見事で、街の

長い歴史と自然の豊かさが織りなす景色に感動

したのを覚えています。こうしてハイデルベル

グの豊かな文化や歴史を堪能し、次の目的地へ

向かいました。 
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【スペイン・ビルバオ市】 

研修５日目、本来は終日ビルバオ市の視察予

定でしたが、前日の夜から体調を崩し、ホテル

で休養を余儀なくされました。団員の皆様の温

かいサポートのおかげで早期回復することがで

き、心より感謝申し上げます。 

翌日、ビルバオツーリストオフィスを訪問。

途中の展望台からは「ビルバオの奇跡」を象徴

するグッゲンハイム美術館が見えました。公式

訪問では、観光を地域経済の柱とし、多様な観

光客への対応や、文化・自然を活かした持続可

能な取り組みを学びました。デジタル技術を活

用したプロモーションや国際会議の誘致にも力

を入れており、「攻めの姿勢」での観光政策が印

象的でした。 

 

【スペイン・サン セバスティアン市】 

サン セバスティアン市では、観光都市として

の発展の背景や公共交通政策について学びまし

た。 

同市は美食文化や海岸リゾートを基軸に観光

振興を進めており、2016年には欧州文化首都に

選定。地域独自の魅力を活かした観光地として

の地位を確立しています。特にバスク文化やス

ポーツ体験を軸に、地元の文化や自然資源を持

続可能な形で発信し、観光客の滞在時間を延ば

す取り組みが印象的でした。 

また、観光振興と並行して進められている公

共交通政策では、渋滞緩和や環境負荷の低減を

目指し、自転車の利用促進や地下鉄網の整備が

進められています。これらの施策は、観光客と

市民の双方に配慮したまちづくりを象徴したも

のとなっています。 

一方で、オーバーツーリズムによる物価高騰

や住民との摩擦といった課題も顕在化していま

す。観光地化が進むことで、地域のアイデンティ

ティや住民の生活の質が損なわれるリスクに直

面しており、市民目線を重視した持続可能な政

策が求められている現状を学びました。こうし

た観点は、自治体職員としての業務においても

重要であり、市民の視点に立った政策形成の必

要性を改めて認識しました。 

また、研修最後の夜には旧市街のバルを訪れ、

多彩なピンチョスを堪能しました。地元産の食

材を活かした料理はどれも独創的で、味わい深

いものでした。一軒ごとに異なるバルの雰囲気

や個性も魅力的で、地元の人々と観光客が一体

となり楽しむ様子は、「美食の街」の魅力を体感

できる素晴らしい機会となりました。 

食文化だけでなく、街全体が持つ温かみや賑

わいを肌で感じることができたこの体験は、非

常に印象深いものとなりました。 

 

【サンセバスチャン市旧市街でのバル巡り】 

 

【フランス・パリ市】 

研修８日目、フランス高速鉄道TGVに乗り、

パリへと移動しました。２階建て構造の車両は

広々としており、座席も快適で、移動中は車窓

からフランスの美しい田園風景を楽しむことが

できました。約３時間の旅はあっという間で、

パリに到着した瞬間から世界的な観光都市の雰

囲気に包まれました。 

到着後は、エッフェル塔や凱旋門といった名

所を巡り、歴史と現代が融合したパリの魅力を

実感しました。翌日にはオプショナルツアーで

ルーヴル美術館を訪れ、モナ・リザやミロの

ヴィーナスなどの名作に触れました。その壮大

な建物と展示の充実ぶりに圧倒され、芸術と文

化の中心地としてのパリを存分に満喫するとと

もに、歴史の深さを学ぶ貴重な時間となりまし

た。 

 

【おわりに】 

 当初、長期間の研修に不安を抱えていました

が、あっという間に感じるほど充実した日々が

続き、非常に有意義な研修となりました。 

事前学習で得た知識を現地で答え合わせしな

がら進める研修は、見聞を広げる貴重な機会と

なりました。 

今回の研修に推薦していただいた町、送り出

してくれた同僚や家族に心より感謝申し上げま

す。また、本研修を主催した北海道市町村振興

協会の皆様、添乗員の畠山さん、現地で対応い

ただいた方々、そして団員の皆様に厚くお礼申

し上げます。今後ともご縁を大切にしていきた

いと思います。 
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外国派遣研修に参加して 

 

豊頃町 寺 本 恭 啓 

 

【はじめに】 

 豊頃町からは、毎年この研修に職員を派遣し

ていますが、新型コロナウイルスの影響で2019

年から行われていなかったこともあり、年齢的

に自分には関係のない話と思っていたところ、

思いがけず声をかけていただきました。日々の

業務に追われ研修の間、職場を離れることに対

して不安もありましたが同僚にも後押しされ、

本研修に参加することを決心することが出来ま

した。 

 

【出発まで】 

 ８月の事前研修では研修への心構えや注意事

項を確認しました。海外の治安の話に不安な気

持ちになり、日本とドイツのフライト時間が約

15時間なことにも不安な気持ちとなってしまい

ます。 

 研修後は、一緒に参加するメンバーとの懇親

会。最初は若い皆さんと上手くやれるか心配で

したが、優しい方ばかりで一安心しました。 

 研修に持っていく消耗品等を準備しているう

ちに、まだ先と思っていた外国研修もとうとう

明日に。忘れ物がないのか何度も確認するもの

の、心細い気持ちはなくならないまま旅立つこ

ととなりました。 

 

【ヨーロッパ着】 

 フライトの時間の長さが心配でしたが本を読

んだり映画を見たり、飲み食いしたりと過ごし

ていると思いのほか苦も無く到着。 

 こちらの時間で17時くらいなので、日本時間

だと夜の11時くらいのはずなのに、緊張してい

るからか眠気もありませんでした。車窓から眺

める景色に日本との違いを感じながら、研修が

始まったことを実感しつつ、その日は次の日に

備えてビールも飲まず寝ることにしました。 

 

【ドイツ】 

 時差ボケの影響もほぼなく、朝食をとりまし

たが、外の暗さにビックリ。改めて外国に来た

ことを実感しました。 

 公式訪問先のバート クロツィンゲン市では

シュタットベルケによる公共交通を中心に講話

をいただき、その後実際にコミュニティバスに

乗せていただきました。 

 道内の各市町村でも地域交通の確保は課題と

なっています。バート クロツィンゲン市では、

地元に貢献したいとの想いから多くの人がス

タッフとして参加してくれるとの話を伺い、交

通施策に限らず地域一体となってまちづくりに

取り組む必要性を感じました。 

 夕食までの空き時間にフライブルク大聖堂を

見学。「地球上でもっとも綺麗な塔」と称された

こともあるそうで、期待通りの荘厳なたたずま

いに感動。 

 ドイツの景色を満喫した後の夕食、期待して

いたドイツのビール、やっぱり美味しい、本場

ドイツで飲んでいると思うとますます美味しい。

ただ、食べ物がかなり塩辛かったのが印象的で

ザワークラウトの酸味が有難かった。 

 ２日目はハイデルベルグ城を視察。ドイツの

歴史を感じさせる旧市街を散策しているうちに

スペインに移動する時間に。フランクフルト空

港でドイツ最後のビールを飲んで、空路スペイ

ンへ。 

 

【スペイン・ビルバオ】 

 スペイン初日の午前中はビルバオ港を視察。 

 街中で行われていたピンクリボンの集会に多

くの市民の方が参加しており、市民活動への意

欲の高さに驚かされました。 

 ビルバオのまちづくりの象徴ともいえるグッ

ゲンハイム美術館も視察。現代美術は難しい。 

 ２日目は公式訪問先のビルバオ市で観光施策

と環境・交通施策についてお話を伺いました。 

 観光については、自分たちの文化に誇りを持

ち、他地域との差別化を図っており、自らの強

みを認識し、他者との違いをアピールすること

の重要性を認識しました。  

 環境・交通施策については健康寿命を延ばす

ことを目指して、高低差のある場所でも徒歩・

自転車による移動が出来るよう市内にオートス

ロープやエレベーターを設置する等、自家用車

の利用率低減に係る取り組みを進め、市民の健

康にもつながっているとのことでした。ヨーロッ

パに来てから自転車を乗せた車を見かけること

が多く、健康や環境に対する意識の高さを感じ

ました。 
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【スペイン・サン セバスティアン】 

 ３日目は美食の町サン セバスティアンへ。 

 サン セバスティアンは高級避暑地といった街

並みで、こちらまでなんともお洒落な気持ちに

させられます。 

 ４日目の公式訪問では観光・交通施策につい

て研修し、観光では美食等のバスク文化を中心

にワンランク上の観光地を売りとしていること、

交通に関しては自家用車中心のまちづくりから

徒歩・自転車中心のまちづくりに転換してきて

いることを伺いました。 

 夕食はバル巡りです。ただ、ヨーロッパは時

間をかけて昼食を食べる文化なのか毎回食べ過

ぎてしまいます。この日もうっかり食べ過ぎ、

お腹が満たされている状態でバル巡りに。それ

でも、３店でピンチョスを食べ、バスク地方名

産の「チャコリ」も楽しむことが出来ました。 

 ４日目はフランスへの移動日。 

 移動手段は子供のころ本で見ていたTGVです。

後ろ向きに走り始めたので、途中で進行方向が

変わるのかと思っていたら、そんなことはなく

ずっと後ろ向きで移動。せっかくの高速鉄道な

のにスピード感が分かりにくい。 

 また、ドイツでも気になっていたのがバスの

時計があっていないこと。スペインで乗ったバ

スもみんなずれていて、こんなところでも日本

との違いを実感。 

【ピンチョス】 

 

【フランス】 

 残念ながら天気は雨模様。それも、雨の少な

いフランスでは記録的な大雨です。ホテルまで

の移動の間エッフェル塔や凱旋門前を通りまし

たが、車中からははっきりと見ることができず、

それでも煌びやかな街並みは素敵です。 

 夕食までの空き時間を利用してお土産を購入。 

まだ、時間があったので地下鉄を利用して「ギャ

ラリー・ラファイエット」まで足を延ばすこと

にしました。ところが、ここで問題が、地下鉄

の出口がわからず構内を歩き回ることに。何度

か人に教えてもらって、なんとか帰って来るこ

とができましたが思いがけず小さな冒険となり

ました。一緒に行ってくれた小里さん、ありが

とう。大変お世話になりました。 

 次の日は、天気も回復しヴェルサイユ宮殿の

視察へ、煌びやかな宮殿を見て高貴な気持ちに

なっているうちに、帰国の途へ。 

 参加する前は長いかと思っていた外国研修で

したが、いざ始まってみると瞬く間に時間が過

ぎ、本場の生ハム、チーズ、ビール、ワイン達

に後ろ髪を引かれる思いでフランスを後にしま

した。  

 

【最後に】 

 今回の外国研修でヨーロッパの日本とは異な

る歴史を感じさせる街並み、食事等の文化を五

感で感じることができ非常に大きな経験となり

ました。 

 また、まちづくりに関しては行政のみではな

く、そこに暮らす人々が自分の住む街に誇りを

持ちながら「自分たちの町は自分たちでつくる」

といった想いで地域一体となって取り組んでい

ることを感じました。ヨーロッパには民衆が自

分たちで権利を勝ち取ってきた長い歴史があり、

自分の自治体で簡単に実現できるものではあり

ませんが、今後まちづくりを進めるうえで重要

なものを得ることが出来たと思います。  

 最後に、北海道市町村振興協会の皆様、添乗

員の畠山さん、各地での通訳の皆様、各町村か

らの参加者の皆様、長期にわたり研修に送り出

してくれた職場の皆様に感謝とお礼を申し上げ

ます。 

 

【自転車を積んだ車が多い】 
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外国派遣研修に参加して 

 

鶴居村 小 林 弘 昌 

 
【はじめに】 

 鶴居村では、隔年でこの外国派遣研修に参加

させていただいておりますが、コロナの影響も

あり最後に参加させていただいたのが、平成30
年度となっており鶴居村からは６年ぶりの参加

となります。 
 この研修に参加するに当たっては、10月2日

から11日の10日間の旅程ということで、既に

この期間に出張が決まっていたこともあり当初

は参加するつもりはありませんでしたが、外国

派遣研修に参加したことのある上司や同僚から

は折角の機会なので仕事は何とかするから行っ

てみたらと背中を押してもらったので、他の職

員に迷惑を掛けてしまう後ろめたさと、行った

ことの無いヨーロッパへの期待が交錯していま

したが、正式に参加が決まってからは気持ちを

切り替え出発までの間に仕事を前倒しで処理す

ることに集中しました。 
 
【事前研修と出発準備】 

 事前研修については、自己紹介や視察研修の

意義、視察先の説明が行われた後、参加者総勢

12名を地域の近い4人のグループに分け、班で

の役割分担を決め初日の研修は終了し、夜の交

流会では最初は班ごとに近くの席に集まり海外

に行ったことがある、初めての海外になる等の

話しをしていましたが、２次会以降は他の班の

方々とも色々な話しをでき、とても有意義な事

前研修となりました。 
 
【出発日前日と出発】 

 参加者全員が出発前日に同じホテルに宿泊し

団結式が行われました。その際にはみんなが何

を持ってきたのかが話題の中心となり、海外で

は水が１本500円程度すると話しを聞き、団結

式後に近くのコンビニで水とお茶を数本ほど

買って持っていくこととしました。 
出発日当日は先日に少し飲みすぎたこともあり

若干二日酔いの方と、ゆっくり休んでとても元

気な方といましたが、出国直前には時間も経過

していたこともあり皆が元気に出国となりまし

た。ドイツまでの飛行時間はロシア・ウクライ

ナ戦争の影響でロシア上空を飛行できないこと

により、通常時より２時間ほど長い約14時間の

フライト時間となりました。飛行機内の座席に

ついては旅行会社の方で配慮をいただいたこと

もあり、隣の席には誰も居なくゆったりと過ご

すことができました。 
 
【ドイツ】 

 長いフライトも終わりいよいよドイツへ入国

することとなり、最初の難関である入国審査が

ありどのようなことを聞かれるのか少し緊張し

ていましたが、添乗員の畠山さんが全て説明し

ていただいたため、パスポートの確認のみで入

国することができました。空港からホテルまで

はバスで約３時間の移動となり、道内での長い

移動には慣れているものの、立て続けの移動の

ためバスの中では最初はみんなと話をしていた

ものの日が暮れるにつれて眠気が襲ってきまし

たが、時差ボケを早く解消したい思いもあり極

力眠らないように車窓から外の景色を眺めてい

ました。走行している車がベンツ・BMW・フォ

ルクスワーゲンなどの外車が多く、これは外車

ではなく国産車だと思い改めてドイツに来たな

と思い走っている車を眺めて移動時間を過ごし

ていました。 
 最初の研修はバートクロツィゲン市で行われ

ている「シュタットベルケ」という企業体の仕

組みやフライブルク市の「ヴァーボン地区」で

取り組まれている環境政策を研修させていただ

きました。シュタットベルケについては、赤字

事業を持続的な事業とするために黒字事業と連

動して行う仕組みであり、バートクロツィゲン

市で課題となっている公共交通事業を持続的に

行っていくために、黒字事業である電気事業等

と併せて運営を行うことにより、不採算事業の

公共交通事業を持続させることに成功していた。

ただし、公共交通事業については人員確保も課

題の一つとなっており、現在は退職された住民

がボランティアで運行を担っている状況であり、

今後はこういった方々に事業の趣旨を理解して

いただくための PR 強化をしていかなければ担

い手不足に陥ってしまう可能性もあるとの説明

があり、収支だけの問題ではなく地域住民の意

識醸成がとても重要なことだと感じた。 
 ヴァーボン地区については住民提案型のまち

づくりを行っており、環境問題への取り組みは

日本国内での様々行われているが、子どもから

高齢者までが住みやすいまちづくりが展開され

ており、その中の一つが住宅街への車両侵入を

禁止することにより、家の目の前の道路で子ど
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もが安心して遊べる空間や住民の集う場を創る

ことを行っていた。家の前まで車で行けなくな

る不便さよりも、子ども達が健やかに育ってほ

しいという地域住民の思いが込められた政策で

あった。 
 
【スペイン】 

 ２日目と３日目はビルバオ市及びサンセバス

チャン市での研修となり、主に観光戦略や交通

政策の研修を行い、ビルバオ市では世界的に注

目を浴びている「ビルバオの奇跡」と呼ばれる

観光政策についての説明を受け、一番の起爆剤

となったグッゲンハイム美術館の誘致が成功し

たことにより、文化芸術都市へと発展していく

こととなり、現在では毎年、国際映画祭の開催

やバスク文化を上手く観光へと繋げており、新

しい取り組みと以前からある良いものを上手く

融合させた観光戦略が行われていた。 
 サンセバスチャン市においては、世界的なリ

ゾート地として発展しており、特にバスク料理

と美食のまちとして注目されている。食として

はバルで提供されるピンチョスやシードル・チャ

コリ等様々な伝統的美食がそろっており、それ

以外にも様々な国際イベントやスポーツイベン

トが行われており、ワンランク上の観光地を目

指した戦略を展開している。観光地として成功

したもののそれに伴い観光客の増加による住民

との不和や交通の問題も浮き彫りになってきた

ことから、観光で増えた収入をインフラ整備に

回すことにより、住民の利便性の向上や住民を

大切にしたまちづくりを行っていた。研修日の

夕食は直接食文化に触れるために各班に分かれ

てバルに繰り出し、慣れない言葉を駆使し、ピ

ンチョス等を食すことができました。 

 
【スペインでの夕食のピンチョス】 

 

【フランスでの自由時間】 

 パリでは若干の自由時間を設けていただき、

折角パリに来たのだからと無謀にもパリの地下

鉄にチャレンジをしてみたが、目的地までは添

乗員の畠山さんからの説明を受けたどり着くこ

とができたが、帰りは時間も無かったこともあ

りホテルまでタクシーで帰ることとしたが、パ

リで地下鉄に乗れたことはとても貴重な体験で

あった。 
 
【おわりに】 

 今回の研修は不慣れな海外での行動や、初め

て会う方との集団行動と様々な不安があったも

のの、参加された皆さんがとても良い人ばかり

でとても充実した研修をさせていただくことが

できました。人口規模の違い等はあるが問題に

取り組む海外の職員の方々の姿勢や、どのよう

に住民と協働のまちづくりを行ってきたかなど

大変参考になる事例を研修させていただきまし

た。この研修では様々な事例を勉強させていた

だいたことはもちろんのこと、普段の仕事では

知りあう事の出来なかった各町村職員の皆様や

振興協会や関係者との繋がりを作れたことが一

番の財産になったと思います。 
 最後の本研修の企画立案や現地での取りまと

め等行っていただいた振興協会や関係者の皆様、

添乗員の畠山さんや各町村から参加された皆様、

また、研修参加に当たりご理解いただいた職場

の皆様に感謝申し上ます。本当にありがとうご

ざいました。 
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